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中
国
共
産
党
政
法
委
員
会
の
事
件
協
調
制
度
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す
る
覚
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坂　

口　

一　

成 

 

一　

は
じ
め
に 

 　

中
国
法
（
研
究
）
に
お
い
て
、「（
中
国
共
産
）
党
の
﹇
領
導(1)

﹈  」（
憲
法
前
文
）
と
「
裁
判
の
独
立
」（
同
一
二
六
条(2)

）  

は
古
典
的

で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
在
も
重
要
で
あ
り
続
け
る
論
点
で
あ
る
。 

 　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
領
導
を
受
け
る
側
の
人
民
裁
判
所
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
他
方
、
領
導
す
る
側
で
あ
る
党
中
央

お
よ
び
地
方
各
級
党
委
員
会(3)  

（
以
下
、「
党
委
」
と
略
す
）、
と
り
わ
け
裁
判
を
含
む
政
法
業
務
﹇
政
法
工
作(4)

﹈  

に
対
す
る
領
導
の
た

め
に
そ
れ
ら
に
置
か
れ
、
現
在
そ
の
主
た
る
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
政
法
委
員
会(5)  

（
以
下
、「
政
法
委
」
と
略
す
）
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
情
報
が
厳
し
く
統
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、

（
時
折
そ
の
影
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
も
）
そ
も
そ
も
多
く
を
語
る
だ
け
の
材
料
を
欠
い
て
い
た
、
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。 

 　

と
は
い
え
、
こ
の
論
点
に
取
り
組
む
際
に
は
、
領
導
さ
れ
る
側
だ
け
で
は
な
く
、
領
導
す
る
側
に
も
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い(6)  

。
特
に
今
日
に
お
い
て
は
、
政
法
委
が
具
体
的
事
件
の
処
理
・
裁
判
に
つ
い
て
﹇
政
法
部
門(7)

﹈

  

に
対
し
て
行
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
﹇
協
調(8)

﹈  

の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
焦
眉
の
課
題
と
な
ろ
う
。 

 　

も
っ
と
も
、「
政
法
委
員
会
に
つ
い
て
も
情
報
の
厚
い
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
、そ
の
実
像
は
容
易
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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本
稿
で
も
断
片
的
情
報
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
満
足
す
る
ほ
か
は
な
い(9)

」  

と
い
う
状
況
は
、
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い

な
い(10)  
。
た
だ
、
中
国
の
研
究
書
・
論
文
等
（
以
下
、
単
に
「
先
行
研
究
」
と
呼
ぶ
）
や
、
政
法
委
や
党
委
の
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

に
お
い
て
、
政
法
委
の
組
織
や
事
件
協
調
に
関
す
る
制
度
、
さ
ら
に
は
関
連
す
る
党
の
規
定
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
増
え
て
き
て
い
る
。 

 　

そ
こ
で
本
稿
で
は
政
法
委
の
事
件
協
調
制
度
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
こ
う
し
た
断
片
的
情
報
を
丹
念
に
収
集
・
整
理
し
て
、
よ
り

詳
ら
か
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

0

0

0

0

0

0

を
組
み
立
て
、
そ
の
制
度
の
一
般
的
枠
組
み
を
示
す
こ
と
を
目
指
す(11)  

。
具
体
的
に
は
一
九
八
〇
年
代
（
特
に

一
九
九
〇
年
代
後
半
）
か
ら(12)  
お
お
む
ね
二
〇
一
二
年
前
半
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
ま
ず
考
察
の
前
提
と
し
て
政
法
委
の
組
織
を
概
観

し
（
二
）、
そ
の
後
、
そ
の
具
体
的
事
件
の
協
調
制
度
の
枠
組
み
を
示
す
（
三
）。 

 　

な
お
、
こ
の
先
に
は
協
調
の
実
態
と
い
う
核
心
的
論
点
が
控
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。
本
稿
は
そ
の

準
備
作
業
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
党
の
領
導
」
と
「
裁
判
の
独
立
」
と
い
う
中
国
法
研
究
の
一
大
論
点
に
、
よ
り
深
く
切
り
込
む

た
め
の
足
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

二　

組
織 

 　

こ
こ
で
は
政
法
委
の
組
織
を
概
観
す
る
。
ま
ず
、
党
の
文
書
に
お
け
る
、
そ
の
政
治
・
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
上
の
位
置
づ
け
（
二
・

一
）、
お
よ
び
任
務
（
二
・
二
）
を
見
る
。
そ
の
後
、
成
員
の
人
物
像
を
見
る
（
二
・
三
）。
最
後
に
、
そ
の
事
務
機
構
を
概
観
す
る

（
二
・
四
）。 
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二
・
一　

位
置
づ
け 

 　

党
の
文
書
に
お
け
る
政
法
委
の
政
治
・
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
初
頭
お

よ
び
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
現
在
ま
で
の
三
つ
の
時
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
順
に
見
て
い
こ
う
。 

 　
（
一
）
一
九
八
〇
年
代(13)   

 　

中
共
中
央
政
法
委
は
、中
共
中
央「
中
央
政
法
委
員
会
の
成
立
に
関
す
る
通
知
」（
一
九
八
〇
年
一
月
二
四
日
）に
よ
り
成
立
し
た（
そ

の
前
身
は
文
化
大
革
命
後
の
一
九
七
八
年
に
成
立
し
た
中
央
政
法
小
組
）。
こ
の
時
期
、「〔
党
〕
中
央
は
、
各
級
党
委
政
法
委
員
会

が
党
委
の
職
能
業
務
部
門
で
あ
り
、
同
級
政
法
各
部
門
の
業
務
を
領
導
す
る
と
は
決
し
て
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
は

0

0

0

0

各
級
党
委
政
法
委
員
会
は
す
で
に
党
委
が
政
法
業
務
を
領
導
す
る
た
め
の
参
謀
・
助
手
と
な
っ
て
お
り
、
党
委
の
職
能
部
門
の
役
割

を
発
揮
し
て
お
り
、
政
法
各
部
門
の
業
務
を
マ
ク
ロ
的
・
統
一
的
に
組
織
・
領
導
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

」。
実
際
、
一
九
八
三
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
厳
打
」（
犯
罪
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
お
い
て
、
政
法
委
は
党
委
の
助
手
・
参
謀
と
し
て
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し
、
裁
判
統

制
も
行
っ
て
い
た(14)  

。 

 　

そ
の
後
、
一
九
八
八
年
五
月
一
九
日
に
﹇
党
政
分
離
﹈（
党
と
国
家
の
分
離
）
の
た
め
に
、
中
央
の
決
定
に
よ
り
中
央
政
法
委
は

廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
権
限
を
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
中
央
政
法
領
導

0

0

小
組
が
設
置
さ
れ
た
。
同
小
組
の
所
掌
事
務
は
政
法
分
野
の
業

務
の
指0

導0

(15)
お
よ
び
協
調
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
多
く
の
省
ク
ラ
ス
以マ

マ下
の
党
委
政
法
委
員
会
は
こ
れ
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
」。 
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 （
二
）
一
九
九
〇
年
代
初
頭 

 　

一
九
八
八
年
に
廃
止
さ
れ
た
中
央
政
法
委
は
、
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
後
の
一
九
九
〇
年
に
、
党
の
領
導
強
化
を
目
指
し
て

復
活
を
遂
げ
た
（
中
共
中
央
「
中
央
政
法
委
員
会
の
再
生
お
よ
び
そ
の
構
成
員
に
関
す
る
通
知
」（
一
九
九
〇
年
三
月
六
日(16)

）  ）。 

 　

そ
し
て
中
共
中
央
「
社
会
の
安
定
を
守
り
政
法
業
務
を
強
化
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
」（
一
九
九
〇
年
四
月
二
日
。
以
下
、「
九
〇

年
強
化
通
知
」
と
呼
ぶ(17)

）  

六
は
政
法
委
に
つ
い
て
、「
な
お
党
政
職
能
分
離
の
原
則
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
に
は
政
法
業

務
に
対
す
る
マ
ク
ロ
的
指
導

0

0

0

0

0

0

・
協
調
0

0

で
あ
り
、
党
委
の
参
謀
・
助
手
を
う
ま
く
務
め
〔
る
〕」
と
し
た
。 

 　

ま
た
、
同
通
知
は
「
各
級
政
法
委
員
会
は
同
級
党
委
の
領
導
を
受
け
る
と
同
時
に
、
上
級
政
法
委
員
会
の
指
導
を
受
け
る
」（
六
）

と
し
た
。 

 （
三
）
一
九
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
現
在
ま
で 

 　

党
の
文
書
に
お
い
て
は
従
来
、
政
法
委
の
政
法
部
門
に
対
す
る
関
係
は
「
指
導
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
か
ら
「
領
導
」

と
性
格
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
次
の
五
件
の
文
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

○1
中
共
中
央
辦
公
庁
印
刷
発
行
「
中

共
中
央
政
法
委
員
会
機
関
の
職
能
配
置
、
内
設
機
構
お
よ
び
定
員
プ
ラ
ン
」（
一
九
九
四
年
三
月
一
二
日
。
以
下
、「
九
四
年
プ
ラ

ン
」
と
呼
ぶ
）、

○2
中
央
政
法
委
「
各
級
党
委
政
法
委
員
会
の
活
動
の
強
化
に
関
す
る
通
知
」（
一
九
九
五
年
六
月
七
日
中
共
中
央
辦

公
庁
転
達
。
以
下
、「
九
五
年
通
知
」
と
呼
ぶ
）、

○3
中
共
中
央
承
認
・
印
刷
発
行
「
中
共
中
央
政
法
委
員
会
業
務
制
度
」（
一
九
九
八

年
五
月
一
二
日
。
以
下
、「
九
八
年
業
務
制
度
」
と
呼
ぶ
）、

○4
中
共
中
央
「
政
法
幹
部
隊
伍
建
設
の
一
層
の
強
化
に
関
す
る
決
定
」

（
一
九
九
九
年
四
月
一
五
日
。
以
下
、「
九
九
年
決
定
」
と
呼
ぶ(18)

）  、

○5
中
共
中
央
「
人
民
裁
判
所
・
人
民
検
察
院
の
活
動
の
一
層
の

強
化
に
関
す
る
決
定
」（
二
〇
〇
六
年
五
月
三
日
。
以
下
、「
〇
六
年
決
定
」
と
呼
ぶ(19)

）  

で
あ
る(20)

。
表
1
は
こ
れ
ら
に
お
け
る
政
法
委
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の
位
置
づ
け
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る  

。 

 　

こ
の
よ
う
に
今
日
で
は
、
政
法
委
は
同
級
党
委
が
政
法
業
務
を
領
導
す
る
た
め

の
職
能
部
門
で
あ
る
、
と
い
う
位
置
づ
け
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 　

最
後
に
、
政
法
委
と
同
級
党
委
、
同
級
政
法
部
門
お
よ
び
上
級
政
法
委
と
の
関

係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

○1
政
法
委
と
同
級
党
委
と
の
関
係
（
領
導
） 

 　

党
委
の
職
能
部
門
で
あ
る
政
法
委
は
、
そ
の
直
接
的
領
導
を
受
け
る(21)  

。
ま
た
、

政
法
委
は
重
大
問
題
に
つ
い
て
は
党
委
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
五
年

通
知
）。 

 

○2
政
法
委
と
同
級
政
法
部
門
と
の
関
係
（
領
導
） 

 　

政
法
委
は
政
法
業
務
を
領
導
す
る
た
め
の
職
能
部
門
で
あ
り
（
表
1
参
照
）、

九
五
年
通
知
は
端
的
に
「
政
法
委
員
会
は
党
委
の
職
能
部
門
と
し
て
、
マ
ク
ロ
的

に
政
法
業
務
を
統
一
・
組
織
・
領
導
す
る
責
を
負
〔
う
〕」
と
す
る
。 

 　

な
お
、
領
導
を
受
け
る
側
の
窓
口
に
つ
い
て
は
、「
司
法
機
関
内
部
の
党
グ
ル
ー

プ
が
政
法
委
の
直
接
的
領
導
を
受
け
、
党
の
各
決
議
お
よ
び
指
示
を
具
体
的
に
貫

徹
す
る(22)

」  

と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、「
政
法
部
門
の
党
委
（
党
グ
ル
ー
プ
）
は
な
お

直
接
党
委
に
責
を
負
い
、
そ
れ
ら
は
直
接
党
委
に
伺
﹇
請
示
﹈
報
告
を
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
党
委
は
往
々
に
し
て
政
法
委
員
会
に
具
体
的

表1　党文書における政法委の位置づけ

文書名 政法委の位置づけに関する記述（抜粋）

○1九四年プラン 「中央政法委員会は党中央が政法業務を領導するための職能部
門であ〔る〕」

○2九五年通知 「各級党委政法委員会は党が政法業務を領導するための職能部
門であ〔る〕」

○3九八年業務制度 （ ○1九四年プランと同旨）

○4九九年決定 「政法委員会は各級党委が政法業務を領導・管理
4 4

するための職
能部門であ〔る〕」（七）

○5〇六年決定 「各級党委政法委は党が政法業務を領導・管理するための職能
部門および重要な組織形式であ〔る〕」（七）
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検
討
・
担
当
を
任
せ
る
が(23)

」  。 

 

○3
政
法
委
と
上
級
政
法
委
と
の
関
係
（
指
導
） 

 　

こ
れ
は
指
導
関
係
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、九
五
年
通
知
は
政
法
委
の
任
務(24)  

と
し
て
、「
下
級
政
法
委
員
会
の
業
務
を
指
導
す
る
こ
と
」

を
定
め
る
（
詳
し
く
は
二
・
二
参
照
。
こ
の
ほ
か
前
記
九
〇
年
強
化
通
知
六
参
照
）。
た
だ
し
実
態
と
し
て
は
、
上
級
政
法
委
が
下

級
政
法
委
に
具
体
的
な
任
務
を
責
任
を
も
っ
て
遂
行
す
る
よ
う
命
じ
る
﹇
責
成
﹈
こ
と
も
あ
る(25)  

。 

 

二
・
二　

任
務 
― 
事
件
の
協
調
を
中
心
に 

 　

九
五
年
通
知
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
各
級
政
法
委
の
任
務
は
次
の
十
項
目
で
あ
る
。 

 

○1　

党
の
路
線
、
方
針
、
政
策
お
よ
び
党
委
の
布
置
に
基
づ
き
、
政
法
各
部
門
の
考
え
方
お
よ
び
行
動
を
統
一
す
る
こ
と 

 

○2　

一
定
期
間
内
の
政
法
業
務
に
つ
い
て
全
局
的
な
布
置
を
し
、
か
つ
、
徹
底
実
施
を
督
促
す
る
こ
と 

 

○3　

社
会
の
安
定
維
持
業
務
を
組
織
・
協
調
・
指
導
す
る
こ
と 

 

○4　

 

政
法
部
門
の
法
令
お
よ
び
党
の
方
針
・
政
策
の
執
行
状
況
を
検
査
し
、
実
際
と
結
び
つ
け
、
厳
正
な
法
執
行
、
党
の
方
針
・

政
策
の
実
施
の
具
体
的
な
措
置
を
検
討
・
制
定
す
る
こ
と 

 

○5　

 

政
法
各
部
門
が
法
に
よ
り
職
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
大
い
に
支
持
し
、
厳
格
に
監
督
し
、
政
法
各
部
門
が
法
に
よ
り
相
互

に
制
約
す
る
と
同
時
に
密
接
に
協
力
す
る
よ
う
指
導
・
協
調
し
、
重
大
事
件
・
重
要
事
件
の
調
査
処
分
業
務
を
監
督
・
推
進

し
、
争
い
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
を
検
討
・
協
調
す
る
こ
と 
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○6　

 

社
会
治
安
総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
業
務
を
組
織
・
協
調
し
、
各
措
置
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と 

 

○7　
 

政
法
戦
線
の
調
査
・
研
究
業
務
を
組
織
・
推
進
し
、
新
た
な
経
験
を
総
括
し
、
新
た
な
状
況
を
分
析
し
、
新
た
な
問
題
を

解
決
し
、
政
法
業
務
改
革
を
模
索
し
、
改
革
を
通
じ
て
政
法
業
務
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と 

 

○8 　

政
法
隊
伍
建
設
お
よ
び
指
導
部
建
設
を
強
化
す
る
措
置
を
検
討
し
、
党
委
お
よ
び
そ
の
組
織
部
門
に
よ
る
政
法
部
門
の
領

導
的
幹
部
の
考
察
・
管
理
に
協
力
す
る
こ
と 

 

○9　

下
級
政
法
委
員
会
の
業
務
を
指
導
す
る
こ
と 

 

○10　

 

党
委
お
よ
び
上
級
政
法
委
員
会
が
指
示
﹇
交
辦
﹈
し
た
そ
の
他
の
事
項
を
処
理
す
る
こ
と 

 　

こ
の
よ
う
に
、政
法
委
の
任
務
は
政
法
業
務
に
関
す
る
一
般
的
な
指
示
（

○1

○2

○3

○4

○6

○7

○9
）
や
政
法
部
門
の
人
事
計
画
の
検
討
、

領
導
的
幹
部
の
人
事
へ
の
協
力
（

○8
）、
さ
ら
に
は
具
体
的
な
事
件
の
協
調
（

○5
）

(26)

  

な
ど
と
多
岐
に
わ
た
る
。
な
お
、
地
方
各
級
党

委
は
以
上
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
政
法
委
の
任
務
を
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
に
は
大
同
小
異
で
あ
る
と
い
う(27)  

。

そ
の
中
で
、

○10
に
相
当
す
る
任
務
と
し
て
同
級
政
府
が
指
示
し
た
事
項
を
掲
げ
る
地
方(28)  

が
あ
る
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。
こ
こ
で

は
同
級
政
府
が
一
地
方
の
「
準
指
導
者
」
と
し
て
政
法
委
や
政
法
部
門
（
裁
判
所
・
検
察
を
含
む
）
を
領
導
し
て
い
る
実
態(29)  

が
如
実

に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 　

そ
し
て
あ
る
基
層
政
法
委
副
書
記
に
よ
れ
ば
、以
上
の
任
務
の
う
ち
「『
実
』
な
の
は
一
つ
だ
け
で
、残
り
は
『
虚
』
で
あ
り
、『
争

い
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
を
協
調
す
る
』
だ
け
で
あ
る(30)

」  。 

 　

も
っ
と
も
、
当
初
か
ら

○5
の
よ
う
な
規
定
0

0

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（
な
お
、
二
・
一
（
一
）
参
照
）。
党
の
文
書
に
お
い
て
、

政
法
委
の
任
務
と
し
て
具
体
的
事
件
の
協
調
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
に
党
中
央
が
承
認
し
た
中
央
政
法
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委
の
任
務(31)  

（
以
下
、「
九
〇
年
中
央

承
認
」と
呼
ぶ
）か
ら
と
目
さ
れ
る
。

表
2
は
一
九
九
〇
年
以
降
の
党
文
書

に
お
け
る
政
法
委
の
事
件
協
調
の
任

務
に
関
す
る
記
述
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
る(32)  

。 

 　

こ
の
よ
う
に
九
〇
年
中
央
承
認

は
、
具
体
的
な
事
件
の
協
調
を
中
央

政
法
委
の
任
務
と
し
た
が
、
当
時
は

「
党
政
職
能
分
離
の
原
則
を
徹
底
」

（
九
〇
年
強
化
通
知
六
）
を
意
識
し

て
か
、
控
え
目
に
「
ご
く
例
外
的
」

状
況
に
限
る
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
後
、
九
四
年
プ
ラ
ン
で
は

そ
の
控
え
目
さ
が
消
失
し
、「
争
い

の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
」
の
検
討
・

討
議
（
＝
協
調
の
実
体
）
が
掲
げ
ら

れ
た
。
周
永
坤
は
こ
の
任
務
を
「
司

表2　事件協調の任務に関する記述

文書名 名宛人 項目数 事件協調関連の任務（抜粋）

九〇年
強化
通知

― ―

「なお党政職能分離の原則を徹底しなければならず、主
には政法業務に対するマクロ的指導・協調であり、党委
の参謀・助手をうまく務め、その事務機構は主に調査・
研究業務をし、各部門の業務に過度に具体的に干渉して
はならず、各級政府が適切に下属の警察、〔国家〕安全、
司法部門の業務活動の領導責任を負うようにし、もって
裁判所・検察院の法による独立した裁判権・検察権の行
使を保証し、政法各部門の権能作用を十分に発揮させる」
（六）

九〇年
中央
承認

中央
政法委 5

「中央の決定に基づき、政法各部門の関係および重大な
業務上の問題を協調し、社会治安総合ガバナンスを指導
し、ごく例外的な重大で影響のある

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、政策性が特に強
4 4 4 4 4 4 4

い
4

、または重大な争いのある難解事件について
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、関係部
4 4 4

門の意見を協調し
4 4 4 4 4 4 4 4

、具体的な事件処理は各部門が法によ
り各々の職責を果たす」（四）
※ 各地の政法委の職責任務は、各地の党委が5項目の任
務を参照して自ら確定する。

九四年
プラン

中央
政法委 7

「政法各部門が法により職権を行使することを監督・支
持し、政法各部門が密接に協力するよう指導・協調し、
争いのある重大・難解事件を研究・討議する」

九五年
通知

各級
政法委 10 前記 ○5参照

※ 「名宛人」は各文書のそれであり、「項目数」は当該文書が定める任務の項目である。なお
九四年プランについては、劉建華『党的執法監督―実践探索』（中国長安出版社、2006年）
56頁参照。
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法
へ
の
直
接
的
な
干
渉(33)

」  

と
評
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
九
五
年
通
知

○5
に
引
き
継
が
れ
た
。 

 　

こ
の
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
「
法
執
行
監
督
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
党
の
文
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
各
級

党
委
が
内
部
に
設
置
し
た
政
法
委
員
会
を
通
じ
て
、
所
定
の
権
限
お
よ
び
手
続
に
照
ら
し
て
、
法
執
行
権
を
有
す
る
政
法
機
関
お
よ

び
そ
の
政
法
幹
部
・
警
官
の
法
執
行
活
動
を
督
促
・
検
査
し
、
か
つ
、
法
執
行
行
為
を
統
制
・
矯
正
す
る
こ
と
の
総
称
と
解
す
べ
き

で
あ
〔
り
〕
…
…
広
範
な
幹
部
・
警
官
に
は
政
法
部
門
の
領
導
的
幹
部
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
幹
部
を
含
み
、
党
員
幹
部
・
警
官
の

み
な
ら
ず
、
非
党
員
幹
部
・
警
官
も
含

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

む0

(34)
」  。
そ
し
て
、
協
調
は
そ
の
「
重
要
な
内
容
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る(35)  

。 

　

そ
の
基
本
的
枠
組
み
を
定
め
る
の
は
、中
央
政
法
委「
党
委
政
法
委
員
会
の
法
執
行
監
督
業
務
の
強
化
に
関
す
る
意
見
」（
一
九
九
八

年
四
月
二
三
日
。
以
下
、「
九
八
年
監
督
意
見
」
と
略
す(36)

）  

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
法
執
行
監
督
に
関
連
し
て
九
項
目
の
任
務
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
事
件
の
協
調
に
つ
い
て
は
「（
四
）
政
法
部
門
間
・
地
区
間
に
争
い
の
あ
る
、
党
委
が
指
示
し
た
、
ま
た
は
同
級
政

法
部
門
・
下
級
政
法
委
員
会
が
協
調
を
要
請
し
、
確
か
に
党
委
政
法
委
員
会
が
協
調
す
る
必
要
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
を
協
調
・

処
理
す
る
。
協
調
は
主
に
認
識
を
統
一
し
、
厳
粛
な
法
執
行
を
保
証
し
、
相
互
協
力
、
相
互
制
約
を
促
進
し
、
不
公
正
な
処
理
、
引

き
延
ば
し
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
件
の
処
理
は
な
お
司
法
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
職
責
を
果
た
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
法
に
よ
り
行
う

0

0

0

0

0

0

。
協
調
に
よ

0

0

0

0

り
合
意
に
達
し
な
か
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
関
係
政
法
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
上
級
主
管
部
門
に
検
討

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
解
決
を
要
請
す
る

0

0

0

0

0

0

0

」
と

さ
れ
た(37)  

。
な
お
、「
督
辦
」
と
協
調
は
異
な
り
、「
前
者
は
主
に
事
件
処
理
の
監
督
お
よ
び
督
促
で
あ
り
、
後
者
は
具
体
的
事
件
の
処

理
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
干
渉
で
あ
る(38)

」  

と
さ
れ
る
。

 　

他
方
で
、
政
法
委
が
協
調
し
た
と
し
て
も
、
事
件
の
処
理
は
各
部
門
が
法
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
職
責
を
果
た
す
（
九
〇
年
中
央
承
認

四
、九
八
年
監
督
意
見
四
）
こ
と
と
さ
れ
て
い
る(39)  

。
こ
れ
は
、
法
令
の
枠
内
で
職
権
を
行
使
し
、
ま
た
そ
の
名
義
0

0

は
法
的
に
権
限
の

あ
る
国
家
機
関
で
あ
る
と
い
う
形
式
を
維
持
す
べ
き
、
と
い
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る(40)  
。 
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二
・
三　

成
員 

 　

政
法
委
は
一
般
に
書
記
、
副
書
記
、
委
員
、
秘
書
長
、
副
秘
書
長
か
ら
な
る
。
そ
し
て
一
般
に
、
書
記
は
党
委
の
政
法
業
務
担
当

の
責
任
者
（
党
委
副
書
記
ま
た
は
同
常
務
委
員
）
が
担
い
、
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
「
政
府
の
政
法
業
務
担
当
の
責
任
者
、
人
民
裁

判
所
・
人
民
検
察
院
・
警
察
部
門
・
国
家
安
全
部
門
・
司
法
行
政
部
門
の
主
要
責
任
者
、
人
民
解
放
軍
の
関
係
責
任
者
、
党
委
政
法

委
員
会
機
関
〔
後
述
二
・
四
参
照
〕
の
業
務
を
主
宰
す
る
責
任
者
を
含
む(41)

」  

と
さ
れ
る
。
政
法
委
は
「
こ
れ
ら
の
機
関
の
連
合
体
で

あ
る(42)

」  。
い
わ
ゆ
る
政
法
部
門
以
外
に
も
、「
政
府
の
政
法
業
務
担
当
の
責
任
者(43)

」  や
軍
の
責
任
者
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
目
を
引
く
。 

 　

以
下
で
は
ま
ず
、
人
事
権
の
所
在
を
確
認
す
る
（
二
・
三
・
一
）。
次
に
、
党
の
文
書
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
、
政
法
委
書
記
の

就
任
資
格
を
見
る
（
二
・
三
・
二
）。
最
後
に
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
成
員
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
地
方
の
具
体

例
を
見
る
（
二
・
三
・
三
）。 

 

二
・
三
・
一　

人
事
権
の
所
在 

 　

政
法
委
の
人
事
権
者
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
指
導
部
（
ナ
ン
バ
ー
一
〔
書
記
〕
を
除
き
）
は
同
級
党
委
が
任
命
し
て
結
成
し
、
領

導
的
幹
部
は
同
級
党
委
が
任
免
・
管
理
す
る(44)

」  。 

 　

具
体
的
に
は
、
九
五
年
通
知
の
精
神
に
基
づ
き
中
央
政
法
委
が
中
央
組
織
部
と
協
議
し
て
定
め
た
具
体
的
規
程(45)

に
よ
れ
ば
、
省
ク

ラ
ス
政
法
委
「
書
記
の
任
免
は
、
地
方
党
委
が
事
前
に
中
央
政
法
委
員
会
に
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
副
書
記
の
任
免
は
中

央
組
織
部
に
届
け
出
る
と
同
時
に
、
中
央
政
法
委
員
会
に
抄
本
を
報
告
す
る
。〔
改
行
〕
地
方
各
級
党
委
政
法
委
員
会
が
政
法
部
門

の
領
導
的
幹
部
の
管
理
業
務
に
協
力
す
る
際
に
も
、
上
述
の
方
法
に
基
づ
き
、
お
よ
び
こ
れ
を
参
照
し
、
各
級
党
委
が
実
際
の
状
況
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お
よ
び
業
務
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
具
体
的
に
決
定
お
よ
び
配
置
を
す
る
」  

と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
般
に
、

○1
政
法
委
書
記
・
副

書
記
の
任
免
は
同
級
党
委
が
行
う
、

○2
同
書
記
に
つ
い
て
は
事
前
に
上
級
政
法
委
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(46)  

、

○3
同
副
書

記
に
つ
い
て
は
上
級
党
委
組
織
部
に
届
け
出
る
と
同
時
に
、
上
級
政
法
委
に
抄
本
を
報
告
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

二
・
三
・
二　

書
記
の
就
任
資
格 

 　

九
〇
年
強
化
通
知
に
よ
れ
ば
、「
書
記
は
同
級
党
委
の
う
ち
の
一
名
の
常
務
委
員
ま
た
は
副
書
記
が
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
六
）。
ま
た
九
五
年
通
知
は
、「
書
記
は
原
則
と
し
て
一
名
の
党
委
常
務
委
員
が
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(47)

」  

と
す
る
。

　

さ
ら
に
九
九
年
決
定
に
よ
れ
ば
、「
書
記
は
、
同
級
党
委
常
務
委
員
が
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
原
則
と
し
て
同
級
の
そ
の
他

の
政
法
部
門
の
領
導
的
職
務
を
兼
任
し
て
は
な
ら
な
い
」（
七
）。  

後
段
の
理
由
と
し
て
は
、
両
者
を
兼
任
し
た
場
合
に
は

○1
両
業
務

に
対
す
る
エ
フ
ォ
ー
ト
が
分
散
す
る
、

○2
政
法
部
門
間
の
争
い
を
法
に
よ
り
公
正
に
処
理
で
き
な
い
、
ま
た
は
セ
ク
ト
主
義
に
陥
り

や
す
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
、
体
制
内
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(48)  

。
特
に

○2
は
法
の
求
め
る
裁
判
所
・
検
察
・
警
察
の
相

互
協
力
・
相
互
制
約
の
関
係(49)  

が
崩
れ
、
後
者
が
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
り
わ
け
問
題
視
さ
れ
て
い
る

の
は
、
警
察
ト
ッ
プ
（
警
察
庁
（
局
）
長
や
同
党
委
書
記
。
以
下
同
じ
）
と
政
法
委
書
記
の
兼
任
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
場

合
、
警
察
ト
ッ
プ
は
政
法
委
指
導
者
と
し
て
裁
判
所
を
領
導
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る(50)  

。 

 　

と
こ
ろ
が
、「
二
〇
〇
三
年
に
は
政
法
委
員
会
書
記
を
公
安
局
長
が
兼
任
す
る
方
針
が
確
認
さ
れ
〔
た(51)

〕」  

と
い
う  

。
実
際
、
同
年

か
ら
両
者
の
兼
任
が
大
々
的
に
生
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る(52)  

。
そ
の
こ
と
を
直
接
的
に
示
す
デ
ー
タ
は
管
見
に
及
ば
な
い
が
、
省
ク
ラ

ス
で
は
興
味
深
い
変
化
が
確
認
で
き
る
。
表
3
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
省
ク
ラ
ス
に
お
け
る
政
法
委
書
記
と
政

法
部
門
首
長
の
兼
任
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
五
年
毎

0

0

0

に
訪
れ
る
党
・
国
家
機
関
の
指
導
者
の
改
選
期
で
あ
る
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二
〇
〇
七
年
に
そ
れ
が
激
増
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
こ
と
の
背
景
と
し

て
は
、調
和
﹇
和
諧
﹈
社
会
の
建
設
の
た
め
に
は
安
定
維
持
﹇
維
穏
﹈
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
警
察
の
地
位
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る(53)  

。 

 　

だ
が
「
二
〇
一
〇
年
四
月
、
中
央
組
織
部
は
文
書
を
出
し
、
省
ク
ラ
ス
政
法
委
書
記
が

警
察
庁
（
局
）
長
を
兼
任
し
な
い
よ
う
求
め
た(54)

」  

と
い
う
。
実
際
そ
の
後
、
両
者
の
兼
任

は
減
っ
て
い
る
（
表
3
参
照(55)

）  。
も
っ
と
も
、「
こ
の
通
知
が
指
示
し
て
い
る
の
は
省
級
だ

け
の
人
事(56)

」  

で
あ
る
点
、
お
よ
び
警
察
庁
（
局
）
党
委
書
記
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
点

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
の
書
記
の
就
任
資
格
と
し
て
は
、

○1
同
級
党
委
常
務
委
員

で
あ
る
こ
と
、と
い
う
積
極
的
要
件
と
、○2
（
中
央
組
織
部
が
求
め
る
）同
級
警
察
庁（
局
）

長
で
は
な
い
こ
と
、
お
よ
び
（
な
お
有
効
で
あ
る
な
ら
ば
）

○3
原
則
と
し
て
同
級
政
法
部

門
の
領
導
的
職
務
に
就
い
て
い
な
い
こ
と
、
と
い
う
消
極
的
要
件
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

二
・
三
・
三　

地
方
の
具
体
例 

 　

こ
こ
で
は

○1
江
蘇
省
南
京
市
お
よ
び

○2
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
烏
蘇
市
の
政
法
委
の
成

員
を
見
る
（
表
4
・
5
参
照
）。
な
お
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
市
」
で
あ
る
が
、
党
・

行
政
実
務
上
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
は
違
い
が
あ
り
、
前
者
は
地
区
ク
ラ
ス
市
で
あ
り
、
後

表3　 省クラスにおける政法委書記と政法部門首長の兼任状況（2001 ～ 2011年）

年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

兼任総数 6 7 7 8 8 9 15 13 14 12 10

内警察
トップ 5 7 7 8 8 9 14 13 14 12 9

出典：各年版『中国法律年鑑』「省、自治区、直轄市政法部門及有関部門負責人名単」参照。
※ 「兼任総数」は政法委書記が同級裁判所長・検察長・警察トップを兼ねている省・自治区・
直轄市の数（総数は1996年までは30、1997年からは31）を示す。なお、司法庁（局）長・
同党委書記との兼任はなかった。また、各データのほとんどが各年末時点のものと記され
ている。
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者
は
県
ク
ラ
ス
市
で
あ
る(58)  

。
ま
た
前
者
の
裁
判
所

の
ク
ラ
ス
は
中
級
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
基
層

で
あ
る
。 

 　

両
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
各
委
員
の
出
身
母

体
の
種
類
に
つ
い
て
は
概
ね
冒
頭
で
述
べ
た
一
般

論
が
妥
当
す
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
以

外
の
機
関
・
組
織
に
所
属
す
る
委
員
が
い
た
り（
例

え
ば
武
警
（

○1

○2
）
や
人
大
（
人
民
代
表
大
会
。

○2
））、
ま
た
各
出
身
母
体
の
委
員
の
人
数
が
異

な
っ
た
り
す
る
た
め
、
地
域
毎
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
。 

 　

な
お
、
両
市
で
は
政
法
委
書
記
と
警
察
ト
ッ
プ

の
兼
任
は
見
ら
れ
な
い(59)  

。
も
っ
と
も
、
両
市
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
同
副
書
記
と
警
察
ト
ッ
プ
は
兼

任
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
警
察
ト
ッ
プ
は
政
法
委

の
ナ
ン
バ
ー
二
と
し
て
検
察
・
裁
判
所
を
領
導
し

う
る
立
場
に
あ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る(60)  

。 

表4　①江蘇省南京市政法委成員一覧表（2012年11月22日時点）

氏名 政法委以外の役職

書記 劉志偉 市党委常務委員

副書記

徐錦輝 副市長、市警察局党委書記・局長

李積平 市総合ガバナンス事務室［辦公室］主任

許愛民

委員

葛暁燕 市検察長

胡道才 市裁判所長

黄永祥 市党委副秘書長

孫寧 市政府副秘書長

馮進良 市政府副秘書長、市国家安全局長

孫錦琪 市司法局長

黄亜玲 市安定維持事務室主任、市警察局党委副書記・常務副局長

胡小翔 市党委610事務室（57）主任、市警察局副局長

韓栄照 武警（人民武装警察）南京支隊長

出所： 中共南京市委「関於調整市委政法委員会成員的通知（寧委〔2012〕344号）」（2012年
11月22日）中国共産党南京市委員会（http://www.njsw.gov.cn/www/swww/swwj-mb_
a3912112784785.htm）参照。
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表5　②新疆ウイグル自治区烏蘇市政法委成員一覧表（2010年3月29日時点）

氏名 政法委以外のポスト

書記 楊将華 市党委副書記

副書記

蔡軍 市党委常務委員、警察局党委書記・局長

哈再孜・
阿西坎 市人大副主任

満玉虎 副市長

蘇振勇

孫延青 総合ガバナンス事務室主任、市党委610事務室主任

明文勝

委員

馬彦東 市裁判所党グループ書記・副所長

叶尓肯・
多浪 市裁判所党グループ副書記・所長

高建国 市検察院党グループ書記・副検察長

艾山江・
卡徳尓 市検察院党グループ副書記・検察長

王明森 市警察局党委副書記・政治委員

馬暁旭 市司法局長

郭鑫 市司法局党支部書記・副局長

王長寿 烏蘇監獄党委書記・監獄長

李志堅 烏蘇労働矯正管理所党委書記

羅文 烏蘇西湖薬物中毒治療所党委副書記・所長

羅永祥 武警烏蘇森林大隊教導員

馬宝成 武警塔城支隊烏蘇直属大隊長

樊伝恒 烏蘇車輌管理所長

出所： 「関於調整烏蘇市委政法委員会成員的通知（烏党辦字［2010］16号）」（2010年3月29
日）烏蘇市人民政府網（http://www.xjws.gov.cn/pages/DZWJ/swbgswj/20100406114548.
html）参照。なお、文書名義人として同「市委辦公室」だけではなく、同「市人民政府
辦公室」も記載されている。
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二
・
四　

事
務
機
構 

 　

政
法
委
に
は
補
助
機
関
と
し
て
、事
務
機
構
が
置
か
れ
る
。
そ
れ
は「
内
設
機
構
」や「
機
関
」と
呼
ば
れ
、「
委
員
会
の
領
導
の
下
、

政
法
委
員
会
の
日
常
業
務
の
処
理
の
責
を
負
い
」、「
機
関
に
領
導
職
能
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
…
…
機
関
は
指
導
部
に

奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
参
謀
・
助
手
で
あ
り
、
そ
れ
は
委
員
会
が
領
導
職
責
を
履
行
す
る
の
に
協
力
す
る(61)

」  

と
さ
れ
る
。 

 　

事
務
機
構
の
規
模
や
置
か
れ
る
部
署
お
よ
び
そ
の
名
称
は
ク
ラ
ス
・
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る(62)  

。
表
6
は
ク
ラ
ス
毎
の
そ
の
概
況
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
地
区
・
県
ク
ラ
ス
で
は
部
署
が
少
な
い
た
め
、
必
然
的
に
一
つ
の
部
署
が
多
く
の
事
務
を
所
掌
す

る
こ
と
に
な
る
。
特
に
県
ク
ラ
ス
で
は
事
務
室
が
通
常
、
社
会
治
安
総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
事
務
を
除
き
、
何
で
も
所
掌
す
る
と
い
う
。 

 　

こ
の
中
で
、
事
件
の
協
調
に
関
係
が
深
い
の
は
法
執
行
監
督
室
（
業
務
協
調
室
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
）
で
あ
る
。
そ
の
所
掌
事

務
は
、
政
法
部
門
の
法
執
行
状
況
の
調
査
・
把
握
、
法
執
行
中
の
際
立
っ
た
問
題
の
分
析
・
検
討
、
指
導
部
に
よ
る
法
執
行
検
査
の

組
織
・
展
開
の
補
助
、
指
導
部
に
よ
る
重
大
・
重
要
事
件
の
督
辦
、
争
い
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
の
処
理
の
協
調
の
補
助
な
ど
で

あ
る
（
中
央
政
法
委
お
よ
び
こ
れ
を
置
か
な
い
省
ク
ラ
ス
政
法
委
で
は
、
研
究
室
が
こ
れ
ら
を
所
掌
す
る(63)

）  。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ

は
指
導
部
に
よ
る
事
件
協
調
の
補
助

0

0

を
担
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
他
の
所
掌
事
務
を
通
じ
て
、
特
に
政
法
委
が
協
調
等
す
べ
き
事
件
の

端
緒
を
得
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
事
務
室
も
指
導
者
の
情
勢
把
握
の
た
め
の
情
報
収
集
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ

も
協
調
等
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
後
述
三
・
二
参
照
）。 

 　

次
に
具
体
例
と
し
て
、

○1
江
蘇
省
南
京
市
（
地
区
ク
ラ
ス
市
）
お
よ
び

○2
河
南
省
汝
州
市
（
県
ク
ラ
ス
市
）
を
見
て
み
よ
う
。
な

お
、
そ
の
際
に
は
法
執
行
監
督
部
門
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。 
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○1
江
蘇
省
南
京
市(64)   

 　

事
務
機
構
に
は
、事
務
室（
研
究
室
）、政
治
部
、総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
導
協
調
処
、

法
執
行
督
査
処
、
法
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
﹇
依
法
治
理
﹈
業
務
処
が
あ
る
。
そ
し

て
法
執
行
督
査
処
の
所
掌
事
務
は
「
政
法
部
門
に
よ
る
党
の
方
針
・
政
策
お
よ
び

国
の
法
令
の
執
行
の
検
査
・
督
促
、
政
法
各
部
門
を
組
織
し
て
法
執
行
調
査
・
研

究
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
、
争
い
の
あ
る
重
大

0

0

0

0

0

0

0

・
難
解
事
件
の
検
討

0

0

0

0

0

0

0

・
協
調
0

0

、
区
・

県
党
委
政
法
委
の
法
執
行
監
督
業
務
の
指
導
、
人
民
の
陳
情
﹇
来
信
来
訪
﹈
の
応

対
処
理
業
務
」
で
あ
る
。 

 

○2
河
南
省
汝
州
市(65)   

 　

定
員
は
一
一
人
で
あ
る
が
、
実
際
の
ス
タ
ッ
フ
は
一
八
人
で
あ
る
。
事
務
機
構

に
は
事
務
室
、
法
執
行
督
査
科
、
総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
科
お
よ
び
政
治
部
が
あ
る
。

県
ク
ラ
ス
で
こ
の
規
模
は
、
比
較
的
大
き
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
法
執
行
督

査
科
の
所
掌
事
務
は
「
政
法
部
門
に
よ
る
党
の
方
針
・
政
策
お
よ
び
国
の
法
令
の

執
行
の
検
査
・
督
促
、
政
法
各
部
門
を
組
織
し
て
法
執
行
調
査
・
研
究
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
、
揚マ

マ
州
市
政
法
委
お
よ
び
市
党
委
が
指
示
し
た
事
件
の
督
査
お
よ
び

協
調
業
務
を
上
手
く
行
う
こ
と
、
争
い
の
あ
る
重
大

0

0

0

0

0

0

0

・
難
解
事
件
の
検
討

0

0

0

0

0

0

0

・
協
調
0

0

、

人
民
の
陳
情
の
応
対
処
理
業
務
」
で
あ
る
。 

表6　政法委事務機構概況

クラス 部署 定員

中央
事務室、研究室、総合ガバナンス協調室、
総合ガバナンス督辦室、隊伍建設指導室、
中央新疆業務協調小組事務室

100人以上

省クラス 事務室、研究室、政治部（幹部処）、法執行
監督室（業務処）、総合ガバナンス事務室 30人強～ 50人強

地区クラス 事務室、研究室、総合ガバナンス事務室 10人強～ 20人強

県クラス 多くが事務室と総合ガバナンス事務室 5人以上から10人強

出所： 林中梁編『各級党委政法委的職能及宏観政法工作』（中国長安出版社、2004年）52～
53頁参照。
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こ
の
よ
う
に
、
法
執
行
監
督
部
門
が
あ
る
両
市
で
は
、
そ
こ
が
事
件
の
協
調
を
担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
意
す
べ
き

点
は
、
両
市
で
は
事
件
協
調
（
の
補
助
で
は
な
く
）
そ
の
も
の
が
法
執
行
監
督
部
門
の
所
掌
事
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 　

こ
の
点
に
つ
い
て
何
永
軍
に
よ
れ
ば
、「
実
践
に
お
い
て
、
政
法
委
の
事
件
の
協
調
は
一
般
に
三
ス
テ
ッ
プ
の
方
法
を
と
る
。
第

一
段
階
は
、﹇
単
位
﹈〔
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
等
の
政
法
部
門
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
〕
間
で
気
脈
を
通
じ
合
わ
せ
て
解
決
す
る
。

第
二
段
階
は
、﹇
単
位
﹈
間
で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
、
政
法
委
事
務
室
が
協
調
し
て
解
決
す
る
。
第
三
段
階
は
、
政
法
委
事
務
室
が

協
調
し
て
解
決
で
き
な
い
場
合
に
は
、
政
法
委
員
会
を
召
集
し
て
討
議
し
て
解
決
す
る(66)

」  

と
い
う
。
つ
ま
り
、
全
て
の
事
件
の
協
調

が
直
ち
に
政
法
委
に
付
議
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず

○1
﹇
単
位
﹈
間
で
協
議
し
、
そ
れ
が
不
調
に
終
わ

れ
ば
、

○2
政
法
委
事
務
室
が
（
こ
こ
で
は
法
執
行
監
督
部
門
が
な
い
の
が
一
般
的
な
基
層
政
法
委
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
あ
れ
ば
そ
れ
が
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
協
調
し
、
そ
れ
も
不
調
に
終
わ
っ
て
よ
う
や
く

○3
政
法
委
に
付
議
さ
れ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。 

 　

結
局
、
政
法
委
の
事
務
機
構
も
事
実
上
、（
何
永
軍
に
よ
れ
ば
政
法
委
の
協
調
の
前
置
手
続
と
し
て
）
協
調
す
る
こ
と
（
地
方
）

が
あ
る
こ
と
に
な
る(67)  

。
し
か
し
、
こ
れ
は
委
員
会
責
任
制
に
反
す
る
こ
と
に
な
る(68)  

。
し
か
も
、「
一
般
の
政
法
委
幹
部
は
往
々
に
し

て
専
門
の
法
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
お
ら
ず
、
法
実
務
の
面
で
は
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
の
専
門
人
員
に
は
及
ば
な
い(69)

」  

と
い

う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 　

な
お
、
各
級
政
法
委
に
は
計
三
万
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
業
務
量
に
比
し
て
人
員
が
少
な
い
と
さ

れ
る(70)  

。
ま
た
予
算
も
十
分
で
は
な
く
、
例
え
ば
車
の
修
理
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ま
た
「
県
党
委
政
法
委
員
会
機
関
の
専
門
性
お
よ
び
特

殊
性
に
鑑
み
、
政
法
各
部
門
か
ら
比
較
的
専
門
能
力
の
あ
る
者
を
何
度
か
引
き
抜
こ
う
と
し
た
が
、
い
ず
れ
も
経
費
、
設
備
、
待
遇

を
理
由
と
し
て
、
優
秀
な
人
材
は
県
党
委
政
法
委
員
会
に
来
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た(71)

」  

と
い
う
。 
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三　

事
件
協
調
制
度
の
概
観 

 　

こ
こ
で
は
、党
の
規
定
お
よ
び
先
行
研
究
に
よ
る
制
度
記
述
を
素
材
と
し
て
、現
在
の
協
調
制
度
の
一
般
的
枠
組
み
を
概
観
す
る
。

具
体
的
に
は

○1
協
調
の
対
象
と
な
る
事
件
類
型
、

○2
協
調
の
端
緒
、

○3
具
体
的
な
協
調
手
続
に
分
け
て
見
て
い
く
。 

 

三
・
一　

対
象
事
件
類
型 

 　

協
調
の
対
象
と
な
る
の
は
「
争
い
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
」（
九
五
年
通
知

○5
。
九
四
年
プ
ラ
ン
も
同
じ
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、

九
八
年
監
督
意
見
四
は
こ
れ
を
さ
ら
に
、

○1
政
法
部
門
・
地
区
間
に
争
い
の
あ
る
、

○2
党
委
が
指
示
し
た
、

○3
同
級
政
法
部
門
・
下

級
政
法
委
が
協
調
を
要
請
し
、
確
か
に
政
法
委
が
協
調
す
る
必
要
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
の
三
類
型
に
細
分
化
す
る(72)  

。
な
お
、
刑

事
・
民
事
・
行
政
事
件
の
全
て
が
そ
の
対
象
と
な
る
が
、
実
際
に
は
刑
事
事
件
が
か
な
り
多
い
と
さ
れ
る(73)  

（
政
法
委
に
関
す
る
議
論

に
お
い
て
主
に
刑
事
事
件
が
念
頭
に
置
か
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
本
稿
で
も
同
様
で
あ
る
）。 

 　

ま
た
地
方
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
雲
南
省
徳
宏
タ
イ
族
チ
ン
ポ
ー
族
自
治
州
で
は

○1
上
級
・
同
級
党
委
、
上
級
政
法
委
が
指
示
し

た
事
件
、

○2
同
級
政
法
部
門
・
関
係
部
門
、
下
級
政
法
委
が
協
調
を
要
請
し
た
事
件
、

○3
政
法
委
が
協
調
す
べ
き
と
認
め
た
事
件
が

対
象
と
さ
れ
て
い
る
（
中
共
徳
宏
州
党
委
「
法
執
行
監
督
業
務
実
施
辦
法
（
試
行
）」（
二
〇
一
〇
年
三
月
一
八
日
施
行(74)

）  

一
二
条
一

項
参
照
）。 

 　

次
に
、
先
行
研
究
に
目
を
転
じ
る
と
、
林
中
梁
編
書(75)  

は
「
長
年
の
実
践
な
ら
び
に
党
中
央
お
よ
び
中
央
政
法
委
員
会
の
関
係
規
定

に
よ
り
、
各
級
党
委
政
法
委
員
会
が
検
討
・
協
調
す
べ
き
重
大
・
難
解
事
件
」
と
し
て
、
次
の
九
点
を
挙
げ
る
。 
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○1
国
内
外
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
広
く
注
目
さ
れ
て
い
る
特
大
刑
事
事
件 

 

○2 

国
内
外
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
ま
た
は
大
き
な
影
響
を
生
み
や
す
い
政
治
的
な
事
件
、
特
に
渉
外
事
件
（
具
体
的
に
は
ほ
と

ん
ど
が
国
家
の
安
全
に
危
害
を
加
え
る
罪
） 

 

○3
国
内
外
を
震
撼
さ
せ
、
影
響
が
極
め
て
悪
い
悪
質
な
事
故
犯
罪 

 

○4 

事
案
が
複
雑
で
、
関
係
者
が
多
く
、
特
に
党
政
領
導
的
幹
部
が
関
与
し
て
お
り
、
干
渉
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
受
け
る
か

も
し
れ
な
い
事
件 

 

○5
新
類
型
の
刑
事
事
件
ま
た
は
経
済
紛
争
・
民
事
事
件 

 

○6
政
法
部
門
間
で
争
い
の
あ
る
事
件 

 

○7
下
級
政
法
委
間
で
争
い
の
あ
る
事
件
（
多
く
は
地
方
保
護
主
義
を
背
景
と
し
た
地
方
間
の
経
済
的
紛
争
） 

 

○8
下
級
政
法
委
と
上
級
政
法
部
門
と
の
間
に
争
い
の
あ
る
事
件 

 

○9
上
級
党
委
・
同
政
法
委
、
同
級
党
委
ま
た
は
こ
れ
ら
の
主
要
指
導
者
が
協
調
を
指
示
し
た
事
件 

 　

ま
た
、
徐
立
は

○1
重
大
事
件
（
主
観
的
悪
性
・
社
会
的
危
害
が
わ
り
あ
い
大
き
い
も
の
、
十
年
以
上
の
有
期
懲
役
・
無
期
懲
役
・

死
刑
を
言
い
渡
す
べ
き
事
件
）、

○2
難
解
事
件
（
罪
責
・
事
実
認
定
に
不
確
定
性
が
あ
る
も
の
）、

○3
社
会
的
影
響
が
大
き
い
事
件
の

三
類
型
を
挙
げ
る(76)  

。 

 　

以
上
の
よ
う
に
、
政
法
委
が
協
調
す
べ
き
重
大
・
難
解
事
件
に
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
概
括
的
に
整
理

す
れ
ば
、
重
大
事
件
に
つ
い
て
は
結
果
・
影
響
が
深
刻
な
ケ
ー
ス
や
（
見
込
ま
れ
る
）
宣
告
刑
が
重
い
ケ
ー
ス
が
、
ま
た
難
解
事
件

に
つ
い
て
は
事
案
が
複
雑
な
ケ
ー
ス
、
法
令
解
釈
の
難
度
が
高
い
ケ
ー
ス
、
新
類
型
の
ケ
ー
ス
、
そ
し
て
（
そ
の
た
め
に
）
政
法
部
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門
・
下
級
政
法
委
の
間
で
争
い
の
あ
る
ケ
ー
ス
が
、
主
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

な
お
、二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
は
、難
解
事
件
、と
り
わ
け
争
い
の
あ
る
ケ
ー
ス（﹇
扯
皮
案
件
﹈と
も
呼
ば
れ
る
）が
多
か
っ

た
と
さ
れ
る(77)  

。
し
か
し
近
年
は
、「
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
の
各
自
の
専
門
的
職
能
の
強
化
に
伴
い
、『
扯
皮
案
件
』
の
多
く
は
や
は

り
自
分
た
ち
で
協
議
し
て
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
専
門
的
問
題
に
つ
い
て
は
上
級
の
﹇
対
口
﹈〔
対
応
窓
口
と

な
る
〕
機
関
に
直
接
指
示
を
伺
っ
た
り
す
る
。
真
に
政
法
委
員
会
の
協
調
に
委
ね
ら
れ
る
『
扯0

皮
案
件

0

0

0

』
の
数
は
す
で
に
ま
す
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

少
な
く
な
っ
て
お
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、
政
法
委
員
会
は
主
に
地
方
の
社
会
の
安
定
に
関
わ
る
重
大
事
件
の
督
辦
に
集
中
し
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

(78)
」  

と
い
う
。 

 

三
・
二　

端
緒 

 　

政
法
委
が
協
調
を
行
う
端
緒
と
し
て
は
、
ま
ず

○1
同
級
政
法
部
門
・
下
級
政
法
委
の
要
請
、

○2
上
級
党
委
・
政
法
委
、
同
級
党
委

お
よ
び
こ
れ
ら
の
主
要
領
導
者
の
要
請
・
指
示
が
あ
る(79)  

。
こ
の
ほ
か
に
も
、

○3
大
衆
の
陳
情
（
と
り
わ
け
当
事
者
や
そ
の
親
族
）、

○4
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
、

○5
政
法
委
や
他
の
法
執
行
監
督
部
門
等
に
よ
る
法
執
行
検
査
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
な
ど
を
通
じ
た
問
題
の
発

見
が
あ
る(80)  

。 

 　

な
お
、「
政
法
委
員
会
は
事
件
協
調
の
全
過
程
に
お
い
て
往
々
に
し
て
受
け
身
的
・
消
極
的
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
は
積
極
的
な
方

法
で
介
入
す
る
の
で
は
な
い
。
一
般
に
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
三
機
関
が
提
起
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
関
与
﹇
過
問
﹈
し
、
提

起
し
な
け
れ
ば
一
般
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
大
衆
の
陳
情
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
状
況
に
よ
り
協
調
す
る
か
否
か
を
決
定
す

る(81)

」  

と
さ
れ
る
。 
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三
・
三　

手
続 

 　

具
体
的
な
協
調
手
続
に
つ
い
て
は
、
全
国
共
通
の
手
続
を
定
め
る
規
定
は
な
い
た
め
、
地
方
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
し
か
も
た

と
え
よ
る
べ
き
規
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
実
際
に
は
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う(82)  

。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
先
行
研
究
に
よ

る
制
度
記
述
を
整
理
し
て
そ
の
概
要
を
つ
か
み
（
三
・
三
・
一
）、そ
の
上
で
地
方
の
具
体
例
を
見
る
こ
と
に
す
る
（
三
・
三
・
二
）。 

 

三
・
三
・
一　

先
行
研
究
の
整
理 

 　

こ
こ
で
は
、
林
中
梁
編
書
と
徐
立
書
を
整
理
す
る
。 

 （
一
）
林
中
梁
編
書(83)   

 　

政
法
委
は
重
大
・
難
解
事
件
を
協
調
す
る
際
に
協
調
会
議
を
主
宰
・
開
催
し
、
必
要
な
と
き
は
政
法
委
員
会
会
議
を
開
催
す
る
。

後
者
は
「
重
大
な
影
響
の
あ
る
、
社
会
・
政
治
の
安
定
に
関
係
す
る
重
大
案
件
お
よ
び
事
件
の
検
討
」
を
任
務
の
一
つ
と
す
る
全
体

会
議
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
社
会
的
に
重
大
な
影
響
が
あ
り
、
か
つ
、
争
い
の
あ
る
特
大
事
件
に
つ
い
て
、
党
委
政
法

委
員
会
の
真
摯
か
つ
細
緻
な
検
討
の
後
、
専
門
文
書
を
直
接

0

0

﹇
起
草
﹈
し
て
、
事
件
処
理
業
務
に
明
確
か
つ
具
体
的
な
要
求
を
提
起

し
、
関
係
部
門
・
地
方
に
事
件
を
迅
速
厳
正
に
処
理
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
も
で
き
〔
る
〕」
と
い
う
。
こ
れ
は
協
調
に
よ
る
合
意

形
成
を
せ
ず
に
、
多
数
決
に
よ
り
直
接
的
に
決
定
を
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 

 　

他
方
、
前
者
は
「
党
内
事
件
協
調
会
」
と
呼
ば
れ
、
最
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
法
委
の
書
記
、
副
書
記
ま
た
は
秘
書
長
・

副
秘
書
長
が
議
長
を
務
め
、
同
級
関
係
政
法
部
門
、
下
級
政
法
委
の
責
任
者
が
参
加
す
る
。 
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会
議
で
は
ま
ず
、
議
長
ま
た
は
事
件
の
主
な
担
当
機
関
の
責
任
者
が
事
案
を
説
明
し
、
問
題
を
示
す
。
そ
の
後
、
参
加
者
で
討
議

す
る
。
最
終
的
に
議
長
が
総
括
し
、「
参
加
者
の
共
通
認
識
と
な
っ
た
意
見
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
大
多
数
の
者
の
正
し
い
意
見

を
ま
と
め
、
ま
た
は
少
数
意
見
で
は
あ
る
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
正
し
い
も
の

0

0

0

0

0

は
、
議
長
の
協
調
・
説
明
を
通
じ
て
、
最
終
的
に
大
多
数
の
支
持
を
と

り
つ
け
る
。
ま
と
め
る
と
、
共
同
で
遵
守
す
る
た
め
に
、
明
確
に
統
一
さ
れ
た
協
調
意
見
を
で
き
る
限
り
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
な
お
、
こ
こ
で
「
少
数
意
見
で
は
あ
る
が
、
正
し
い
も
の
」
と
は
、
議
長
（
な
い
し
は
政
法
委
指
導
者
・
部
）
が
考
え
る
「
正

し
い
も
の
」
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
意
見
を
統
一
し
が
た
い
と
き
は
、
直
近
上
級
政
法
委
に
伺
報
告
を
し
、
上
級
領
導
機
関(84)  

に
指

示
・
助
力
を
求
め
た
り
、
同
級
政
法
部
門
に
対
し
て
上
級
政
法
部
門
に
指
示
を
伺
う
よ
う
指
示
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

そ
し
て
、
会
議
の
結
論
で
あ
る
検
討
意
見
・
会
議
紀
要
に
つ
い
て
は
、
党
委
の
関
係
指
導
者
の
承
認
を
得
た
後
、
関
係
組
織
に
送

付
す
る
。
正
当
な
理
由
な
く
執
行
し
な
い
と
き
は
関
係
者
の
責
任
を
追
及
す
る
。
な
お
、
そ
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
は
政
法
委
事
務

機
構
が
督
辦
・
検
査
す
る
。 

 （
二
）
徐
立
書(85)   

 　

協
調
を
行
う
会
議
体
に
は
、
政
法
部
門
聯
席
会
議
と
政
法
委
員
会
全
体
会
議
が
あ
る
。
い
ず
れ
で
行
わ
れ
る
か
は
、
事
件
の
重
大

性
・
難
解
さ
・
争
い
の
程
度
に
よ
る
（
程
度
が
高
け
れ
ば
全
体
会
議
）。 

 　

前
者
は
政
法
委
書
記
ま
た
は
副
書
記
、
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
の
長
（
こ
れ
を
﹇
三
長
﹈
と
呼
ぶ
）
ま
た
は
事
件
担
当
の
副
職
、

お
よ
び
政
法
委
の
責
任
者
か
ら
な
る
（
事
件
担
当
者
も
会
議
に
参
加
す
る
）。
会
議
は
政
法
委
書
記
・
副
書
記
が
召
集
・
主
宰
す
る
。

次
の
三
類
型
の
事
件
は
、
通
常
、
こ
の
会
議
で
協
調
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

○1
同
級
政
法
機
関
が
協
調
を
要
請
し
た
、
事
実
認
定
・

法
令
適
用
に
争
い
の
あ
る
重
大
・
難
解
事
件
、

○2
同
級
党
委
・
上
級
政
法
委
が
指
示
し
た
事
件
、

○3
そ
の
他
政
法
委
が
協
調
を
要
す
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る
と
認
め
た
事
件
で
あ
る
。
特
に
政
法
部
門
が
要
請
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
ま
ず
こ
こ
で
協
調
が
試
み
ら
れ
る
。 

 　

お
よ
そ
政
法
委
に
協
調
を
要
請
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
政
法
委
に
対
象
事
件
の
総
合
的
な
伺
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必

要
に
応
じ
て
一
件
記
録
を
送
付
し
、
要
請
部
門
は
伺
報
告
お
よ
び
事
件
事
実
の
真
実
性
に
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
政
法
委
の
督
査
部
門
が
事
件
を
審
査
し
た
上
で
意
見
を
出
し
、
同
書
記
・
担
当
副
書
記
が
協
調
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。
協

調
し
な
い
場
合
は
理
由
を
説
明
し
て
建
議
し
、
要
請
部
門
に
応
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 　

協
調
の
た
め
に
聯
席
会
議
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
ま
ず
要
請
部
門
が
事
件
の
経
緯
を
報
告
し
、
事
実
認
定
や
事
件
の
処
理
理
由
・
根

拠
を
説
明
し
、
争
点
お
よ
び
解
決
の
た
め
に
協
調
を
要
す
る
問
題
を
提
起
す
る
。
そ
の
後
、
参
加
し
て
い
る
各
政
法
部
門
の
責
任
者

お
よ
び
政
法
委
責
任
者
が
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
表
明
し
、
議
論
す
る
。
最
後
に
議
長
が
各
面
の
見
解
を
と
り
ま
と
め
、

協
調
処
理
意
見
を
提
起
す
る
。 

 　

会
議
で
は
存
分
に
議
論
し
、
認
識
の
一
致
を
目
指
す
が
、
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
は
、
民
主
集
中
制
（
多
数
決
）
に
よ
り
協
調
意
見

を
出
す
。
ま
た
協
調
意
見
が
「
二
つ
の
基
本
」（
基
本
的
事
実
が
明
ら
か
で
、
基
本
的
証
拠
が
確
か
で
あ
る
）
の
要
件
を
満
た
さ
な

い
と
き
は
、
証
拠
の
補
充
の
た
め
に
原
担
当
機
関
に
差
し
戻
す
。 

 　

警
察
・
検
察
・
裁
判
所
の
い
ず
れ
か
が
協
調
意
見
に
同
意
し
な
い
と
き
は
、
そ
れ
が
全
体
会
議
に
協
調
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
通
常
、
こ
の
場
合
に
は
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
全
体
会
議
の
協
調
指
導
意
見
は
徹
底
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
執
行

後
、
上
級
部
門
に
法
に
よ
り
是
正
さ
れ
れ
ば
、
政
法
委
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

三
・
三
・
二　

地
方
の
具
体
例 

 　

こ
こ
で
は
地
方
の
協
調
手
続
の
具
体
例
と
し
て
、
山
東
省
青
島
市
お
よ
び
陜
西
省
漢
中
市
を
見
る
。 
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 （
一
）
青
島
市 

 　

こ
こ
で
は
青
島
市
政
法
委
「
党
委
政
法
委
員
会
の
法
執
行
監
督
業
務
の
強
化
に
関
す
る
意
見
」（
一
九
九
八
年
七
月(86)

）  

に
よ
る
。 

 　

ま
ず
、
政
法
委
が
協
調
を
行
う
会
議
体
に
は
、
事
件
協
調
会
議
と
政
法
委
員
会
委
員
会
議
が
あ
る
。
後
者
は
必
要
に
応
じ
て
開
催

さ
れ
る  

。 

 　

政
法
部
門
が
政
法
委
に
協
調
を
要
請
す
る
場
合
に
は
、
次
の
手
続
に
よ
る
。
ま
ず
、
政
法
部
門
は
伺
・
報
告
書
五
部
を
五
日
前
に

政
法
委
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
部
の
重
大
な
・
緊
急
の
事
件
を
除
く
）。
そ
の
際
、
同
時
に
当
該
部
門
が
傾
い
て
い
る

意
見
も
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
政
法
委
業
務
主
管
部
門
が
審
査
し
、
伺
・
報
告
を
受
け
た
日
よ
り
三
日
以
内
に
、
担
当

指
導
者
に
初
歩
的
協
調
処
理
意
見
を
報
告
す
る
。
審
査
に
際
し
て
は
、
関
係
政
法
部
門
へ
の
照
会
、
記
録
取
寄
せ
な
ど
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
合
同
調
査
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
調
査
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 　

両
会
議
は
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
要
請
部
門
が
事
件
の
事
実
の
経
過
を
報
告
し
、
認
定
・
処
理
の
理
由
お
よ
び
根
拠
を

説
明
し
、
争
点
お
よ
び
協
調
を
要
す
る
問
題
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
各
委
員
ま
た
は
参
加
し
た
政
法
機
関
責
任
者

に
よ
る
討
議
を
経
て
、
議
長
が
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
協
調
処
理
決
定
を
す
る
。 

 　

両
会
議
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
同
級
政
法
機
関
・
下
級
政
法
委
は
「
必
ず
真
摯
に
執
行
し
、
か
つ
、
決
定
の
日
よ
り
一
五
日
以
内

に
書
面
で
事
件
の
処
理
結
果
ま
た
は
業
務
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
法
部
門
が
監
督
意
見
を
拒
絶
し
、
ま
た

は
期
限
内
に
法
的
職
責
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
同
級
党
委
政
法
委
員
会
は
同
級
党
委
ま
た
は
上
級
党
委
政
法
委
員
会
に
報
告
す
る

と
同
時
に
、
当
該
政
法
部
門
の
上
級
主
管
機
関
に
抄
本
を
送
り
、
具
体
的
な
処
理
建
議
を
提
出
す
る
。
指
示
を
伺
わ
ず
、
ま
た
真
摯

に
実
施
し
な
い
こ
と
に
よ
り
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
た
と
き
は
、
関
係
責
任
者
の
責
任
を
追
及
す
る
」。 

 　

ま
た
決
定
は
政
法
委
が
会
議
記
録
の
形
式
で
保
管
し
、
必
要
な
と
き
は
会
議
紀
要
を
作
成
し
、
関
係
部
門
に
発
出
す
る
。
関
係
部
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門
は
事
件
処
理
に
お
い
て
会
議
紀
要
を
事
件
記
録
に
綴
じ
込
み
、
処
理
決
定
の
根
拠
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
処
理
決
定
の
結
論
に
つ

い
て
は
必
要
な
法
定
手
続
を
履
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 　

な
お
、
協
調
不
調
の
場
合
は
、「
関
係
政
法
部
門
が
そ
の
業
務
上
級
部
門
に
検
討
・
解
決
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。 

 （
二
）
漢
中
市(87) 

 　

政
法
部
門
が
重
大
・
難
解
事
件
ま
た
は
争
い
の
あ
る
事
件
に
遭
遇
し
た
場
合
、
関
係
部
門
は
ま
ず
十
分
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
合
意
に
達
し
な
け
れ
ば
、
政
法
部
門
の
党
グ
ル
ー
プ
・
党
委
の
名
義
で
同
級
政
法
委
に
協
調
を
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 　

要
請
に
際
し
て
は
、
事
件
事
実
お
よ
び
主
要
な
証
拠
材
料
を
添
え
て
、
書
面
で
申
請
す
る
。
そ
し
て
、
法
執
行
督
査
部
門
が
審
査

し
、
意
見
を
主
管
書
記(88)  

に
報
告
す
る
。
付
議
す
る
か
は
当
該
書
記
が
決
め
る
。
付
議
し
た
場
合
に
合
意
に
達
し
た
と
き
は
、
執
行
の

た
め
に
関
係
部
門
に
通
知
す
る(89)  

。
ま
た
認
識
の
統
一
に
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、
意
見
を
異
に
す
る
政
法
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
の
上

級
部
門
に
指
示
を
伺
っ
て
解
決
す
る
。 

 　

な
お
、政
法
部
門
が
政
法
委
の「
監
督
意
見
・
決
議
」（
協
調
の
結
果
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る(90)

）  を
拒
ん
で
執
行
し
な
い
と
き
は
、

関
係
者
の
責
任
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
者
の
処
理
は
所
属
組
織
が
関
係
党
紀
律
、
行
政
紀
律
お
よ
び
法
令
に
よ
り
執

行
す
る
。
政
法
委
は
そ
れ
を
監
督
す
る
。
当
該
組
織
は
処
理
結
果
を
政
法
委
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
者
を
追
及
し
な

い
所
属
部
門
に
つ
い
て
は
、
政
法
委
が
そ
の
主
要
責
任
者
の
責
任
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
政
法
委
が
幹

部
管
理
権
限
に
よ
り
管
轄
権
の
あ
る
部
門
に
建
議
ま
た
は
意
見
を
出
す
。
具
体
的
な
責
任
追
及
の
方
式
は
、

○1
公
開
批
判
、

○2
経
済

的
処
罰
、

○3
昇
進
・
優
秀
者
被
選
出
資
格
の
取
消
し
、

○4
停
職
の
上
で
の
謹
慎
、

○5
党
・
行
政
紀
律
処
分
、

○6
政
法
部
門
か
ら
の
異
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動
で
あ
る  

。 

 

三
・
三
・
三　

ま
と
め 

 　

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
が
描
く
協
調
手
続
は
論
者
に
よ
り
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
三
・
三
・
二
で
み
た
よ
う
に
、
協
調
手
続

が
地
方
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
た
め
、論
者
が
ど
の
地
方
を
対
象
と
し
た
の
か
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、

そ
う
し
た
中
で
も
、
複
数
の
先
行
研
究
の
制
度
記
述
や
地
方
に
共
通
し
て
い
る
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
基
に
す
れ
ば
、
概
ね
次
の

よ
う
な
協
調
手
続
の
輪
郭
を
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 　

ま
ず
、
協
調
の
場
と
な
る
の
は
、
政
法
委
委
員
全
員
参
加
の
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
委
員
全
員
が
参
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
よ

り
小
規
模
な
会
議
も
あ
る(91)  

。
後
者
は
「
事
件
協
調
会
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
政
法
委
書
記
・
副
書
記
等
が
主
宰
し
、
同
級
政
法
部
門
・

下
級
政
法
委
責
任
者
や
政
法
部
門
の
事
件
担
当
者
が
参
加
す
る
。
案
件
の
重
要
性
・
重
大
性
等
が
高
い
場
合
に
は
前
者
が
開
催
さ
れ

る
が
、
多
く
の
場
合
は
後
者
に
よ
り
協
調
が
行
わ
れ
る
。 

 　

な
お
、
先
述
（
二
・
四
参
照
）
の
よ
う
に
政
法
委
の
協
調
の
前
に
、
事
務
機
構
が
協
調
す
る
地
方
も
あ
る
（
具
体
的
に
は
次
に
見

る
そ
の
審
査
の
段
階
で
あ
ろ
う
）。
一
口
に
「
政
法
委

0

0

0

の
協
調
」
と
い
っ
て
も
、
制
度
上
、
委
員
全
員
が
参
加
す
る
全
体
会
議
で
の

協
調
か
ら
、
一
部
の
委
員
し
か
参
加
し
な
い
事
件
協
調
会
、
さ
ら
に
は
事
務
機
構
に
よ
る
協
調
ま
で
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
。 

 　

次
に
、
政
法
部
門
（
党
グ
ル
ー
プ
・
党
委(92)  

）
が
協
調
を
要
請
す
る
際
に
は
、
書
面
に
よ
る
。
政
法
委
に
お
い
て
は
、
ま
ず
事
務
機

構
（
法
執
行
監
督
部
門
等
）
が
審
査
し
、
担
当
指
導
者
に
意
見
を
付
し
て
報
告
す
る
。
そ
し
て
当
該
指
導
者
が
協
調
す
る
か
否
か
を

決
定
す
る
。
協
調
し
な
い
場
合
に
は
要
請
部
門
に
理
由
を
説
明
し
て
、
建
議
を
す
る(93)  
。 
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会
議
で
は
、
要
請
部
門
（
あ
る
い
は
議
長
、
主
な
担
当
部
門
）
が
事
件
事
実
、
証
拠
、
争
点
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
協
調
を
求
め
る

問
題
を
提
示
す
る
。
参
加
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、
議
長
が
と
り
ま
と
め
て
、
意
見
・
決
定
を
示
す
。
会
議
で
は
合
意
を
目
指
す
が
、

合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
関
係
政
法
部
門
が
上
級
部
門
に
指
示
を
伺
っ
た
り(94)  

、
あ
る
い
は
政
法
委
が
上
級
政
法
委
等
に
指
示

を
伺
っ
た
り
す
る
。
ま
た
緊
急
時
や
合
意
に
至
ら
な
い
と
き
に
は
多
数
決
で
決
め
た
り
も
す
る
（
さ
ら
に
現
実
に
目
を
向
け
れ
ば
、

ヒ
ラ
の
委
員
（
裁
判
所
所
属
の
委
員
は
一
般
に
こ
れ
に
当
た
る
）
は
党
内
序
列
が
よ
り
高
い
書
記
（
二
・
三
・
二
参
照
）
の
領
導
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず(95)  
、
ひ
い
て
は
書
記
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
に
決
定
す
る
地
方
も
あ
り(96)  

、「
協
調
」
が
形
骸
化
し
て
い
る
と
批
判

さ
れ
て
い
る(97)  

。「
協
調
」
と
は
い
い
つ
つ
も
、
実
際
に
は
政
法
委
指
導
者
の
意
向
が
強
い
影
響
力
を
も
ち
う
る
）。 

 　

協
調
の
結
果
、
合
意
に
達
し
た
場
合
に
は
、
関
係
す
る
同
級
政
法
部
門
・
下
級
政
法
委
は
、
そ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い(98)

。
そ
の
状
況
は
事
務
機
構
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
遵
守
し
な
い
場
合
に
は
、
関
係
者
が
様
々
な
レ
ベ
ル
の
「
責
任
」
を
問
わ
れ
る(99)  

。

ま
た
会
議
紀
要
を
作
成
し
た
場
合
で
も
、
そ
れ
を
事
件
処
理
の
根
拠
と
し
て
は
な
ら
ず
、
一
件
記
録
に
綴
じ
込
ん
で
は
な
ら
な
い(100)  

。 

 

四　

お
わ
り
に 

 　

本
稿
は
、
厚
い
ベ
ー
ル
に
覆
わ
れ
て
い
る
政
法
委
、
特
に
そ
の
事
件
協
調
制
度
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
関
係
す
る

断
片
的
な
情
報
を
収
集
・
整
理
し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
政
法
委
と
い
う
組
織
の
概
況
、
お
よ
び
そ
の
事
件
協
調
制
度
の
よ
り
木

0

0

0

目
の
細
か
な

0

0

0

0

0

一
般
的
枠
組
み
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
際
の
利
用
状
況
は
さ
て
お
き
、
い
ざ

と
な
れ
ば
「
党
の
領
導
」
を
裁
判
に
貫
徹
し
う
る
仕
組
み
が
健
在
で
あ
る
こ
と(101)  
を
再
確
認
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
九
〇
年
代
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中
頃
以
降
、
そ
の
制
度
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。 

 　

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
う
し
た
協
調
制
度
の
下
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
事
件
が
ど
の
よ
う
に
協
調
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 　

さ
さ
や
か
な
小
論
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
学
会
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
特
に
裁
判
統
制
シ
ス
テ
ム
研
究
会
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
杉
浦
一
孝
先
生
の
定
年
退
職
を
お
祝
い
し
て
、
本
稿
を
捧
げ
た
い
。 

 

※
本
文
中
の
（　

）
お
よ
び
引
用
文
・
書
誌
情
報
中
の
〔　

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。﹇　

﹈
は
中
国
語
を
示
し
、
原
則
と

し
て
初
出
時
に
の
み
付
す
。
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
W
e
b
ペ
ー
ジ
の
最
終
ア
ク
セ
ス
日
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
三
年
五
月
八
日
で
あ

る
。 

 

注 

⑴     

一
般
に
「
指
導
」
と
訳
さ
れ
る
が
、﹇
領
導
﹈
と
﹇
指
導
﹈
に
は
厳
密
に
は
違
い
が
あ
り
、「
前
者
は
上
下
の
命
令
・
服
従
関
係
が
あ
る
場
合
、
後
者

は
業
務
上
の
情
報
を
与
え
て
誘
導
す
る
場
合
」
を
指
す
。
た
だ
し
、実
際
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
（
高
見
澤
磨
『
現
代
中
国
の
紛
争
と
法
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
八
頁
参
照
）。
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま
「
領
導
」
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
領
導
す
る
人
・
集
団
を
意
味
す
る
場

合
に
は
「
指
導
者
」・「
指
導
部
」
と
訳
す
。 

⑵   

そ
の
主
体
は
人
民
裁
判
所
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
﹇
審
判
﹈、﹇
法
院
﹈、﹇
公
安
﹈
を
そ
れ
ぞ
れ
「
裁
判
」、「
裁
判
所
」、「
警
察
」
と
訳
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
拙
著
『
現
代
中
国
刑
事
裁
判
論 

― 

裁
判
を
め
ぐ
る
政
治
と
法
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
一
〜
二
、
二
三
頁
参
照
。 

  

⑶   

な
お
後
述
の
よ
う
に
、
警
察
・
司
法
行
政
機
関
等
に
も
党
委
員
会
が
置
か
れ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。 
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⑷   

そ
れ
は
「
党
委
お
よ
び
同
政
法
委
員
会
の
統
一
的
領
導
の
下
で
、
警
察
、
検
察
、
裁
判
所
、
司
法
行
政
、
国
家
安
全
な
ど
の
部
門
が
分
業
協
力
し
、

共
同
で
国
の
刑
事
、
民
事
、
訴
訟
、
国
家
安
全
な
ど
の
基
本
法
を
執
行
す
る
﹇
工
作
﹈
で
あ
る
」（
林
中
梁
編
『
各
級
党
委
政
法
委
的
職
能
及
宏
観
政
法

工
作
』（
中
国
長
安
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
八
頁
）。
な
お
、﹇
工
作
﹈
と
は
活
動
、
業
務
、
仕
事
な
ど
を
意
味
す
る
。 

⑸   

何
永
軍
『
断
裂
与
延
続 

― 

人
民
法
院
建
設
（
一
九
七
八
〜
二
〇
〇
五
）』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
九
八
頁
参
照
。 

⑹     

近
年
の
こ
う
し
た
試
み
と
し
て
、
鈴
木
賢
「
中
国
に
お
け
る
裁
判
の
独
立
の
実
態
と
特
徴
的
構
造
」
社
会
体
制
と
法
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
八
〜

六
一
頁
、
拙
著
・
前
掲
注
⑵
二
七
八
〜
二
八
二
、三
一
一
〜
三
一
六
頁
、
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
え
ん
罪
と
刑
事
裁
判
の
正
統
性 

― 

公
正
を
め
ぐ
る
『
党

の
指
導
』
と
『
裁
判
の
独
立
』」
ア
ジ
ア
法
研
究
六
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
〇
五
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。 

⑺     「
政
法
部
門
に
は
通
常
警
察
機
関
、
人
民
検
察
院
、
人
民
裁
判
所
、
国
家
安
全
機
関
、
司
法
行
政
機
関
が
含
ま
れ
、
こ
の
ほ
か
人
民
団
体 

― 

法
学
会

も
各
級
党
委
政
法
委
員
会
の
連
携
範
囲
に
入
る
」（
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
四
三
頁
）。
な
お
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
政
法
委
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。 

  

⑻   

当
局
側
か
ら
は
、「
協
調
」
は
「
党
内
で
認
識
を
統
一
し
、
見
解
の
不
一
致
を
解
消
し
、
統
一
的
な
正
し
い

0

0

0

意
見
を
形
成
し
、
も
っ
て
法
令
・
政
策
を

よ
り
よ
く
執
行
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
干
渉
で
は
な
い
と
説
明
さ
れ
る
（
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
八
一
頁
参
照
）。
だ
が
、
日
本
で
は
こ
う
し
た
合
意
形

成
に
向
け
た
働
き
か
け
も
、
裁
判
に
対
す
る
干
渉
と
評
価
さ
れ
よ
う
（
拙
稿
・
前
掲
注
⑹
一
一
四
頁
参
照
）。
な
お
、（
そ
の
必
要
性
の
前
提
と
し
て
）
警

察
・
検
察
・
裁
判
所
の
見
解
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、事
前
に
一
本
化
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。 

  

⑼   

鈴
木
・
前
掲
注
⑹
五
九
頁
。 

⑽   

資
料
収
集
の
過
程
で
中
共
中
央
「
関
於
進
一
歩
加
強
和
改
進
党
対
政
法
工
作
領
導
的
意
見
（
党
の
政
法
業
務
に
対
す
る
領
導
の
一
層
の
強
化
お
よ
び

改
善
に
関
す
る
意
見
）」（
中
発
〔
二
〇
〇
五
〕
一
五
号
）、
中
央
政
法
委
・
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
・
中
央
組
織
部
等
「
関
於
党
委
政
法
委
対
政
法
部
門

執
法
活
動
進
行
監
督
的
規
定
（
党
委
政
法
委
が
政
法
部
門
の
法
執
行
活
動
を
監
督
す
る
こ
と
に
関
す
る
規
定
）」（
二
〇
一
一
年
）
な
ど
の
党
の
文
書
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
ら
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
見
て
本
稿
の
内
容
に
深
く
関
わ
る
と
目
さ
れ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
（
信
頼
で
き
る
）
断
片
的
情
報
す
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ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
協
調
件
数
に
関
す
る
全
国
的
な
デ
ー
タ
も
管
見
に
及
ば
な
い
。
な
お
、
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
五
八
頁
に
よ
れ
ば
、「
安
徽
、

貴
州
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
二
一
の
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
の
不
十
分
な
統
計
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
年
間
で
二
万
八
三
〇
二
件
の
事
件
を
協
調
し
た
」
と
い

う
（
た
だ
し
、
そ
の
母
数
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
侯
猛
「
司
法
改
革
背
景
下
的
政
法
治
理
方
式

―
基
層
政
法
委
員
会
制
度
個
案
研
究
」
華
東
政

法
学
院
学
報
二
〇
〇
三
年
五
期
一
〇
四
頁
参
照
）。 

⑾     

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
筆
者
も
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
前
掲
注
⑹
、
特
に
拙
著
参
照
）。
本
稿
は
そ
の
後
の
内
外
の
情
報
や
研
究

成
果
、
さ
ら
に
は
筆
者
の
理
解
の
深
化
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
正
面
か
ら
こ
れ
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
「
党
の
領
導
」

な
い
し
は
政
法
委
の
協
調
を
受
け
る
現
行
裁
判
制
度
の
正
統
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
⑹
一
〇
五
頁
以
下
参
照
。 

  

⑿   

な
お
、
前
身
ま
で
含
め
た
政
法
委
の
歴
史
に
つ
い
て
は
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
六
四
〜
七
八
頁
（
日
本
語
に
よ
る
そ
の
簡
潔
な
整
理
と
し
て
鈴
木
・
前

掲
注
⑹
五
九
〜
六
〇
頁
）、
周
永
坤
「
論
党
委
政
法
委
員
会
之
改
革
」
法
学
二
〇
一
二
年
五
期
三
〜
七
頁
な
ど
参
照
。 

  

⒀   

（
一
）
に
つ
い
て
は
特
に
注
記
の
な
い
限
り
、
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
七
〇
〜
七
三
頁
に
よ
る
。 

⒁   

例
え
ば
拙
著
・
前
掲
注
⑵
一
一
七
〜
一
二
二
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
、政
法
委
に
よ
る
事
件
協
調
の
実
態
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、例
え
ば
黄
典
順
「
改

善
地
方
党
委
対
検
察
機
関
領
導
的
思
考
」
法
学
一
九
八
八
年
二
期
二
〇
〜
二
一
頁
参
照
。 

⒂   

な
お
、
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
五
頁
は
同
小
組
に
「
領
導
職
権
」
が
あ
っ
た
と
す
る
。 

⒃     

筆
者
未
見
で
あ
り
、
本
書
編
写
組
編
写
『
建
国
以
来
公
安
工
作
大
事
要
覧
（
一
九
四
九
年
一
〇
月
至
二
〇
〇
〇
年
）』（
群
衆
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

七
八
五
頁
参
照
。 

⒄     

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
十
三
大
以
来 

― 

重
要
文
献
選
編
（
中
）』（
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
九
九
八
頁
以
下
所
収
。 

⒅     

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
十
五
大
以
来 

― 

重
要
文
献
選
編
（
中
）』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
八
一
七
頁
以
下
所
収
。 

  

⒆   

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
十
六
大
以
来 

― 

重
要
文
献
選
編
（
下
）』（
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
四
三
六
頁
以
下
所
収
。 
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⒇   

○1
な
い
し

○3
は
筆
者
未
見
で
あ
り
、
引
用
は
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
二
〜
三
三
頁
に
よ
る
（

○3
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
掲
注
24
・
47
参
照
）。 

   21  
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
二
頁
参
照
。
ま
た
、
九
〇
年
強
化
通
知
六
、
〇
六
年
決
定
七
参
照
。 

22     
陳
光
中
等
『
中
国
司
法
制
度
的
基
礎
理
論
問
題
研
究
』（
経
済
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
八
九
頁
〔
張
建
偉
〕。
ま
た
そ
れ
が
（
法
的
拘
束
力
の

あ
る
形
式
で
）
裁
判
に
結
実
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
⑵
二
八
二
頁
参
照
。 

  

23   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
六
頁
。
関
連
し
て
、中
共
中
央「
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
の
適
切
な
実
施
を
断
固
と
し
て
保
証
す
る
こ
と
に
関
す
る
指
示
」（
一
九
七
九

年
九
月
九
日
。
最
高
人
民
法
院
研
究
室
編
『
司
法
手
冊
（
第
一
輯
）』（
人
民
法
院
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
六
八
頁
以
下
所
収
）
二
、
中
共
中
央
「
全
党

が
必
ず
社
会
主
義
的
適
法
性
を
断
固
と
し
て
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
す
る
通
知
」（
一
九
八
六
年
七
月
一
〇
日
。
同
上
『
司
法
手
冊
（
第

三
輯
）』（
人
民
法
院
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
九
二
頁
以
下
所
収
）
四
参
照
。 

  

24   

こ
れ
に
つ
い
て
は
侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
一
頁
、
徐
立
『
我
国
刑
事
法
治
重
大
理
論
問
題
研
究
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
七
九
〜

一
八
〇
頁
、
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
七
〜
四
一
頁
参
照
（
以
下
同
じ
）。 

25     

例
え
ば
劉
建
華
編
『
党
的
執
法
監
督 

― 
案
例
研
究
』（
中
国
長
安
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
四
頁
参
照
。 

  

26   

○3
も
協
調
を
内
容
と
す
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
事
件
を
直
接
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
社
会
の
安
定
維
持
に
関
す
る
事
件
に
つ

い
て
の
協
調
は
、

○3
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

27   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
四
一
頁
。
例
え
ば
、
後
掲
注
28
の
江
蘇
省
お
よ
び
景
徳
鎮
市
も
、
特
筆
す
べ
き
点
を
除
い
て
は
、
こ
れ
と
大
同
小
異
と
い
え
る
。 

28     

例
え
ば
江
蘇
省
に
つ
い
て
「
中
共
江
蘇
省
委
政
法
委
員
会
」
中
共
江
蘇
省
委
新
聞
網
二
〇
一
一
年
七
月
八
日
（http://w

w
w

.zgjssw.gov.cn/

gzjj/06/200906/t1136680.shtm
l

）、
江
西
省
景
徳
鎮
市
に
つ
い
て
「
中
共
景
徳
鎮
市
政
法
委
員
会
職
責
任
務
」
瓷
都
平
安
網
二
〇
〇
八
年
六
月
一
一
日

（http://jdzol.net/htm
l/info/631/new

s_6485.htm

）
参
照
。 

29   

曲
新
久
『
刑
事
政
策
的
権
力
分
析
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
五
頁
、
拙
著
・
前
掲
注
⑵
五
・
四
参
照
。 
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30   

侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
一
頁
。
ま
た
安
徽
省
淮
南
市
政
法
委
の
公
式
サ
イ
ト
で
も
「
事
件
の
協
調
。
こ
れ
は
政
法
委
の
基
本
的
職
能
の
一
つ

で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（「
淮
南
執
法
監
督
工
作
概
述
」
淮
南
政
法
綜
治
網
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
七
日
（http://w

w
w

.hnzzb.gov.cn/zfjd/

ygzd/20071017/161858.shtm
l

）
参
照
）。 

  

31   

筆
者
未
見
で
あ
り
、
引
用
は
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
七
五
頁
に
よ
る
。 

32     

な
お
、
項
目
と
具
体
的
な
任
務
が
一
対
一
で
対
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
も
の
の
、
九
四
年
プ
ラ
ン
お
よ
び
九
五
年
通
知
に
よ
り
そ
の
権
限
が
拡
充
さ

れ
た
と
い
う
（
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
七
四
頁
、
周
永
坤
・
前
掲
注
⑿
六
頁
参
照
）。 

33   

周
永
坤
・
前
掲
注
⑿
六
頁
。 

34     

劉
建
華
『
党
的
執
法
監
督 
― 
実
践
探
索
』（
中
国
長
安
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
四
〜
二
五
頁
。 

  

35   

陜
西
省
漢
中
市
政
法
委
公
式
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
「
事
件
の
協
調
・
督
辦
業
務
は
党
委
政
法
委
の
法
執
行
監
督
業
務
の
重
要
な
内
容
で
あ
〔
る
〕」（「
如

何
開
展
党
委
政
法
委
執
法
監
督
工
作
」
漢
中
政
法
網
（http://zfw.hanzhong.gov.cn/htm

l/2008-  08/107.htm
l

）
参
照
。
ま
た
殷
嘯
虎
「
党
委
政
法
委

在
我
国
政
法
関
係
中
的
功
能
審
視
」
法
学
二
〇
一
二
年
六
期
六
頁
は
、
政
法
委
の
「
監
督
の
対
象
は
往
々
に
し
て
一
部
の
重
大
・
難
解
な
具
体
的
事
件
で

あ
り
、
し
か
も
基
層
政
法
委
員
会
は
往
々
に
し
て
政
法
委
員
会
の
具
体
的
事
件
に
対
す
る
組
織
・
協
調
を
通
じ
て
事
件
の
処
理
を
監
督
し
て
い
る
こ
と
に

目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。 

  

36   

筆
者
未
見
で
あ
り
、
引
用
は
劉
建
華
・
前
掲
注
34
五
六
、
六
〇
〜
六
一
頁
に
よ
る
。 

  

37   

こ
の
ほ
か
関
連
す
る
任
務
と
し
て
、「（
三
）
国
内
外
ま
た
は
当
地
で
重
大
な
影
響
の
あ
る
事
件
、
大
衆
の
反
応
が
熾
烈
な
事
件
を
督
辦
し
、
政
法
部

門
が
法
に
よ
り
速
や
か
に
、
厳
粛
に
、
適
切
妥
当
に
処
理
す
る
よ
う
督
促
し
、
も
っ
て
最
適
な
社
会
効
果
を
求
め
る
。
必
要
な
と
き
は
、
関
係
部
門
を
組

織
し
て
共
同
で
検
討
し
、
行
動
を
協
調
し
、
法
に
よ
り
処
理
す
る
」
が
あ
る
。 

  

38   

殷
嘯
虎
・
前
掲
注
35
六
頁
。 
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39   

中
共
中
央
「
全
党
が
必
ず
社
会
主
義
的
適
法
性
を
断
固
と
し
て
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
す
る
通
知
」（
一
九
八
六
年
）
四
が
「
司
法
機

関
党
グ
ル
ー
プ

0

0

0

0

0

が
党
委
に
討
議
・
検
討
を
付
託
し
た
重
大
・
難
解
事
件
に
つ
い
て
、
党
委
は
法
律
お
よ
び
政
策
に
よ
り
意
見
を
存
分
に
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
司
法
機
関
は
党
委
の
意
見
を
真
摯
に
聴
取
し
、
厳
正
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
…
…
事
件
の
具
体
的
処
理
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
人

0

0

0

0

0

0

0

民
検
察
院
お
よ
び
人
民
裁
判
所
が
法
に
よ
り
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
す
る
の
も
同
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。 

40     

中
共
中
央
政
法
委
員
会
『
社
会
主
義
法
治
理
念
読
本
』（
中
国
長
安
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
三
頁
は
「
協
調
し
て
も
代
替
せ
ず
」
と
す
る
。
こ

こ
に
党
が
踏
み
越
え
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
ン
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

  

41   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
四
頁
。 

42   

郭
道
暉
「
実
行
司
法
独
立
与
遏
制
司
法
腐
敗
」
法
律
科
学
一
九
九
九
年
一
期
八
頁
。 

43     

な
お
、
九
〇
年
強
化
通
知
は
「
政
府
責
任
者
の
う
ち
副
職
一
名
が
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
六
）
と
す
る
。 

44     

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
二
頁
。
な
お
、「
そ
の
経
費
は
同
級
党
委
・
政
府
が
保
証
す
る
」（
同
）
と
さ
れ
る
。 

  

45   

筆
者
未
見
で
あ
り
、
引
用
は
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
六
三
九
頁
に
よ
る
。
な
お
、
拙
著
・
前
掲
注
⑵
二
九
二
頁
の
一
九
九
五
年
の
通
知
（
本
稿
の
い
う

九
五
年
通
知
）
は
、
正
し
く
は
本
規
程
で
あ
る
。 

  

46   

先
の
引
用
文
に
お
い
て
ナ
ン
バ
ー
一
（
書
記
）
が
除
か
れ
る
の
は
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

47     

引
用
は
殷
家
国
「
基
層
政
法
委
在
履
行
職
責
中
存
在
的
主
要
問
題
及
対
策
」
法
学
探
索
一
九
九
六
年
一
期
三
七
頁
に
よ
る
。 

48     

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
一
四
〜
一
五
頁
参
照
。 

  

49   

憲
法
一
三
五
条
は
「
人
民
裁
判
所
、
人
民
検
察
院
お
よ
び
警
察
機
関
は
刑
事
事
件
の
処
理
に
お
い
て
、
分
業
し
て
責
を
負
い
、
相
互
に
協
力
し
、
相

互
に
制
約
し
、
も
っ
て
的
確
効
果
的
な
法
律
の
執
行
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
。 

  

50   

以
上
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
著
・
前
掲
注
⑵
三
一
一
〜
三
一
五
頁
参
照
。 
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51   

田
中
信
行
『
は
じ
め
て
の
中
国
法
』（
有
斐
閣
、二
〇
一
三
年
）
五
九
頁
参
照
。
そ
の
具
体
的
な
根
拠
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
に
筆
者
が
宇
田
川
幸
則
（
名
古
屋
大
学
教
授
）
と
共
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
中
国
の
あ
る
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
に
中
央
政

法
委
と
中
央
社
会
治
安
総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会
（
二
〇
一
一
年
に
中
央
社
会
管
理
総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会
に
改
称
）
が
文
書
（
詳
細
不
明
）
を
出
し
、

警
察
局
長
の
地
位
を
上
げ
る
よ
う
要
求
し
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
中
共
中
央
「
警
察
業
務
の
一
層
の
強
化
お
よ
び
改
善
に
関
す
る
決
定
」（
二
〇
〇
三

年
一
一
月
一
八
日
。
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
十
六
大
以
来

―
重
要
文
献
選
編
（
上
）』（
中
央
文
献
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）
四
九
四
頁
以
下
所
収
）

で
は
、
条
件
の
整
っ
た
地
方
か
ら
、
同
級
党
委
常
務
委
員
ま
た
は
政
府
副
職
が
各
級
警
察
の
主
要
指
導
者
を
兼
任
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
（
九
）。

限
ら
れ
た
指
導
部
メ
ン
バ
ー
に
警
察
ト
ッ
プ
を
兼
任
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
政
法
委
書
記
を
担
当
す
る
党
委
常
務
委
員
を
充
て
る
こ
と
は
、
九
九
年

決
定
七
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
現
実
的
な
判
断
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
両
決
定
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
五
月
に
出
版

さ
れ
た
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
一
四
頁
は
、
な
お
後
者
と
同
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
が
失
効
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

  

52   

申
欣
旺
「
被
協
調
的
正
義 

― 

詳
解
政
法
委
書
記
兼
任
公
安
局
長
」
中
国
新
聞
週
刊
二
〇
一
〇
年
三
月
二
九
日
三
五
頁
参
照
。 

53     

韓
大
元
・
于
文
豪
「
法
院
、
検
察
院
和
公
安
機
関
的
憲
法
関
係
」
法
学
研
究
二
〇
一
一
年
三
期
二
五
頁
、
田
中
・
前
掲
注
51
五
九
頁
参
照
。 

  

54   

銭
呉
平
・
王
賢
・
呉
楊
盈
薈
「
政
法
委
書
記
与
公
安
局
長
的
合
合
分
分 

― 

青
海
省
各
級
政
法
委
書
記
已
不
再
兼
任
公
安
庁
（
局
）
長
」
南
方
週
末

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
八
日
（http://w

w
w.infzm

.com
/content/64506

）
参
照
。 

55     

な
お
そ
の
背
景
と
し
て
韓
大
元
は
、
近
年
明
る
み
に
出
た
一
連
の
え
ん
罪
事
件
を
契
機
と
す
る
中
央
の
政
治
的
決
断
を
示
唆
す
る
（
同
「
憲
法
与
社

会
共
識
：
従
憲
法
統
治
到
憲
法
治
理
」
交
大
法
学
二
〇
一
二
年
一
期
一
八
頁
参
照
）。 

  

56   

田
中
・
前
掲
注
51
六
一
頁
参
照
。 

57    

こ
れ
は
法
輪
功
等
の
邪
教
組
織
対
策
を
領
導
す
る
小
組
の
事
務
機
構
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
筆
者
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
中
国
の
あ
る
研
究

者
に
よ
れ
ば
、
中
央
法
輪
功
問
題
処
理
領
導
小
組
（
現
在
は
中
央
邪
教
問
題
処
理
領
導
小
組
）
が
一
九
九
九
年
六
月
一
〇
日
に
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
こ



中国共産党政法委員会の事件協調制度に関する覚書（坂口）

361

の
よ
う
に
略
称
さ
れ
て
い
る
。

  
58     
詳
し
く
は
拙
著
・
前
掲
注
⑵
二
七
〜
二
八
頁
参
照
。 

59   
先
述
（
二
・
三
・
二
参
照
）
の
二
〇
一
〇
年
四
月
の
中
央
組
織
部
の
通
知
は
省
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
直
接
の
関

係
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
そ
も
そ
も

○2
烏
蘇
市
の
デ
ー
タ
は
同
通
知
の
前
の
も
の
で
あ
る
）。 

  

60   

拙
著
・
前
掲
注
⑵
三
一
三
頁
参
照
。
な
お
、
広
東
省
佛
山
市
で
は
検
察
院
・
裁
判
所
ト
ッ
プ
も
警
察
局
長
と
同
じ
く
政
法
委
副
書
記
を
兼
任
し

て
い
る
（「
中
共
佛
山
市
委
政
法
委
員
会
成
員
」
佛
山
政
法
網
二
〇
一
〇
年
八
月
二
五
日
（http://w

w
w.fszfw.gov.cn/zw

gk/jgzn/jgld/201008/

t20100825_1720996.htm
l

）
参
照
）。
こ
の
場
合
は
序
列
が
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
は
上
位
者
か
ら
順
に
記
載
さ
れ
る
（
同
市
で
は

副
市
長
で
も
あ
る
警
察
局
長
、
裁
判
所
党
グ
ル
ー
プ
書
記
・
所
長
、
検
察
院
党
グ
ル
ー
プ
書
記
・
検
察
長
の
順
で
あ
る
）。 

  

61   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
七
、三
五
頁
。 

  

62   

ど
の
よ
う
な
部
署
を
置
く
か
は
同
級
党
委
が
決
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
三
頁
参
照
）。 

  

63   

以
上
に
つ
い
て
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
五
〜
五
六
頁
参
照
。 

64     

中
国
共
産
党
南
京
市
委
員
会
（http://w

w
w

.njsw.gov.cn/w
w

w
/sw

w
w

/gzjg10-  2.htm

）
参
照
。 

  

65   

「
党
委
政
法
委
職
能
及
其
政
法
工
作
」
汝
州
政
法
網
（http://w

w
w.rzzfw

.gov.cn/N
ew

s_V
iew

.asp?N
ew

sID
=424

）。 

66     

何
永
軍
・
前
掲
注
⑸
九
八
頁
。
な
お
、同
書
は
昌
寧
県
地
方
誌
編
纂
委
員
会
辦
公
室
編『
一
九
八
六
―
一
九
九
〇
年
昌
寧
県
情
』四
〇
頁
を
引
用
す
る
が
、

筆
者
未
見
で
あ
る
。 

  

67   

汝
州
市
で
は
、
事
務
機
構
が
「
自
己
の
業
務
中
に
政
法
部
門
間
で
認
識
が
一
致
せ
ず
、
行
動
が
調
和
し
て
お
ら
ず
、
関
係
業
務
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行

に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
自
主
的
に
関
係
方
面
の
認
識
統
一
・
行
動
協
調
に
向
け
た
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
前
掲
注
65
）

と
さ
れ
て
い
る
。 
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68   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
三
四
頁
参
照
。 

  
69   
侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
三
頁
。
そ
の
た
め
、「
素
人
が
玄
人
を
指
導
す
る
」
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
劉
建
華
・
前
掲
注
34
六
六
〜

六
七
頁
参
照
）。 

  

70   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
三
頁
参
照
。 

  

71   

以
上
に
つ
い
て
曹
文
武
「
県
委
政
法
委
員
会
職
能
和
地
位
的
初
歩
探
討
」
中
国
法
治
網
二
〇
〇
六
年
一
月
二
二
日
（http://w

w
w

.sinolaw.net.cn/

shequ/yuanchuang/2006122051952.htm

）
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
周
穎
・
李
文
俊
「
司
法
視
野
中
的
政
法
委
」
法
制
与
社
会
二
〇
〇
七
年
一
一
期

三
五
〇
頁
参
照
。 

72     

こ
の
ほ
か
九
〇
年
中
央
承
認
四
参
照
。 

  

73   

侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
二
頁
参
照
。 

  

74   
http://w

w
w

.dehong.gov.cn/plus/m
ynew

s.php?aid=115

。 

  

75   

林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
八
二
〜
五
八
五
頁
参
照
。 

76     

徐
立
・
前
掲
注
24
一
八
八
〜
一
八
九
頁
参
照
。 

  

77   

侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
三
頁
参
照
。
な
お
、
重
大
事
件
に
つ
い
て
は
各
政
法
部
門
が
党
委
に
直
接
報
告
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
（
同
）。 

  

78   

侯
猛
「
案
件
請
示
制
度
合
理
的
一
面 

― 

従
最
高
人
民
法
院
角
度
展
開
的
思
考
」
法
学
二
〇
一
〇
年
八
期
一
三
〇
頁
。
こ
の
ほ
か
、
淮
南
市
で
も
「
現

在
、
法
令
お
よ
び
関
係
解
釈
の
絶
え
間
な
い
健
全
化
に
伴
い
、
こ
う
し
た
事
件
〔
協
調
の
主
な
対
象
と
な
る
「
基
本
的
事
実
が
明
ら
か
で
、
基
本
的
証
拠

が
確
か
で
、
法
適
用
に
お
い
て
重
大
な
争
い
の
あ
る
難
解
事
件
」〕
は
日
増
し
に
減
少
し
て
い
る
」（
前
掲
注
30
参
照
）
と
い
う
。 

  

79   

九
八
年
監
督
意
見
四
、
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
八
五
頁
な
ど
参
照
。
な
お
、
同
級
政
府
が
こ
こ
に
列
せ
ら
れ
る
地
方
も
あ
ろ
う
（
二
・
二
参
照
）。 

80     「
如
何
開
展
党
委
政
法
委
執
法
監
督
工
作
」・
前
掲
注
35
参
照
。
ま
た

○3

○5
に
つ
い
て
は
二
・
四
参
照
。 
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81   

侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
四
頁
。 

82     
侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
三
頁
参
照
。 

83   
林
中
梁
・
前
掲
注
⑷
五
七
〜
五
九
、五
五
三
〜
五
五
五
、五
八
六
〜
五
八
七
頁
参
照
。
な
お
、
以
下
の
内
容
は
拙
著
・
前
掲
注
⑵
二
七
九
〜
二
八
一
頁

に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

  

84   

﹇
上
級
領
導
機
関
﹈が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
政
法
委
の
任
務（
二
・
二
参
照
）や
協
調
の
対
象
事
件
類
型（
三
・
一
参
照
）か
ら
は
、

上
級
党
委
、
同
級
党
委
、
上
級
政
法
委
、
さ
ら
に
は
同
級
政
府
や
上
級
総
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
事
務
室
が
考
え
つ
く
。 

  

85   

徐
立
・
前
掲
注
24
一
八
九
〜
一
九
一
頁
参
照
。 

86     

劉
建
華
・
前
掲
注
34
二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
参
照
。  

な
お
同
一
九
〇
〜
二
〇
二
頁
に
よ
れ
ば
、（
協
調
を
含
む
）
法
執
行
監
督
の
「
集
団
議
決
制
度
」
と

し
て
政
法
委
員
会
全
委
会
制
度
、
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
の
「
三
長
会
」
事
件
監
督
制
度
、
人
大
・
政
府
や
他
の
部
門
等
と
の
聯
席
会
議
制
度
等
が
あ
る
。

特
に
三
長
会
制
度
に
つ
い
て
は
詳
し
く
、
青
島
市
政
法
委
「『
三
長
会
』
業
務
の
規
範
化
お
よ
び
強
化
に
関
す
る
意
見
」（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
。

以
下
、「
青
島
三
長
会
意
見
」
と
略
す
）
が
定
め
る
議
事
事
項
、
会
議
形
態
、
手
続
お
よ
び
決
議
の
執
行
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
以
下
に
見
る

協
調
手
続
と
多
く
の
点
で
一
致
す
る
が
、
若
干
の
違
い
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
が
問
題
と
な
り
う
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は

「
一
般
法
」
と
目
さ
れ
る
本
意
見
を
見
る
に
と
ど
め
る
。 

87   

「
如
何
開
展
党
委
政
法
委
執
法
監
督
工
作
」・
前
掲
注
35
参
照
。

 

88   

一
般
の
用
語
法
で
は
、﹇
書
記
﹈
は
「
副
書
記
」
も
含
み
う
る
。 

89     

な
お
、
今
後
の
注
意
点
と
し
て
、
徹
底
執
行
の
た
め
に
関
係
政
法
部
門
党
委
・
党
グ
ル
ー
プ
に
通
知
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

  

90   

こ
の
ほ
か
、
政
法
部
門
は
三
〇
日
以
内
で
あ
れ
ば
「
監
督
意
見
・
決
議
」
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
政
法
委
は
三
〇
日
以
内
に
応
答
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
協
調
に
つ
い
て
も
こ
れ
が
妥
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
如
何
な
る
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
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あ
る
。 

91     
こ
の
ほ
か
、劉
剛
「
検
討
趙
作
海
案
」
中
国
新
聞
週
刊
二
〇
一
〇
年
六
月
七
日
四
〇
頁
は
、主
な
会
議
形
態
と
し
て
、委
員
全
員
参
加
の
「
大
三
長
会
」

と
各
部
門
の
担
当
副
職
が
参
加
す
る
「
小
三
長
会
」
の
二
つ
が
あ
る
と
す
る
。 

92     

な
お
関
連
し
て
、
前
掲
注
39
の
通
知
文
参
照
。 

93     

な
お
、
青
島
三
長
会
意
見
に
よ
れ
ば
、「
事
実
が
比
較
的
明
ら
か
で
、
意
見
の
相
違
が
大
き
く
な
く
、『
三
長
会
』
で
検
討
・
協
調
す
る
必
要
の
な
い

事
件
に
つ
い
て
は
、
党
委
政
法
委
員
会
法
執
行
監
督
機
構
は
処
理
意
見
を
出
し
、
党
委
政
法
委
員
会
の
指
導
者
に
報
告
し
、
こ
れ
が
審
査
・
同
意
し
た
後
、

関
係
部
門
の
意
見
を
書
面
で
求
め
、
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
、
要
請
部
門
に
書
面
で
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。 

  

94   

九
八
年
監
督
意
見
四
参
照
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
最
高
人
民
裁
判
所
「
刑
事
事
件
の
伺
報
告
の
範
囲
お
よ
び
注
意
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
通
知
」

（
一
九
九
五
年
一
一
月
三
〇
日
）
四
は
、「
重
大
事
件
お
よ
び
司
法
部
門
の
間
で
原
則
的
な
見
解
の
違
い
の
あ
る
事
件
」
に
つ
い
て
裁
判
所
が
上
級
裁
判
所

に
指
示
を
伺
う
際
に
は
、政
法
委
の
意
見
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。こ
の
ほ
か
同「
事
件
伺
報
告
の
際
に
注
意
す
べ
き
問
題
に
関
す
る
通
知
」

（
一
九
八
六
年
三
月
二
四
日
）参
照
。
な
お
、裁
判
所
は
こ
れ
に
よ
り「
上
級
裁
判
所
の
意
見
を
利
用
し
て『
協
調
』結
果
に
対
抗
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」

（
曽
軍
・
師
亮
亮
「
地
方
政
法
委
協
調
処
理
刑
事
案
件
的
制
度
考
察
及
分
析
」
西
南
政
法
大
学
学
報
二
〇
一
二
年
二
期
七
〇
頁
）
と
い
う
。 

  

95   

賀
日
開
「
司
法
改
革
：
従
権
力
走
向
権
威 

― 

兼
談
対
司
法
本
質
的
認
識
」
法
学
一
九
九
九
年
七
期
一
一
頁
参
照
。 

96   

郭
道
暉
・
前
掲
注
42
九
頁
参
照
。 

  

97   

侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
六
頁
参
照
。 

    98   

上
級
政
法
部
門
は
当
然
こ
れ
と
は
異
な
る
判
断
を
し
う
る
（
三
・
一
、
三
・
三
・
一
（
二
）
参
照
）。
た
だ
し
、
青
島
三
長
会
意
見
に
よ
れ
ば
、「
上

級
政
法
部
門
が
下
級
党
委
政
法
委
員
会
が
協
調
し
て
処
理
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
下
級
党
委
政
法
委
員
会
の
協
調
意
見
と
一
致
し
な
い
処
理
決
定
を
す
る

と
き
は
、
事
前
に
同
級
党
委
政
法
委
員
会
に
報
告
し
て
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
ほ
か
、「
上
海
〝
佘
祥
林

案
的
制
度
反
思
理
論
研
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討
会
〞
実
録
」
游
偉
主
編
『
華
東
刑
事
司
法
評
論
（
第
八
巻
）』（
法
律
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
二
九
七
頁
〔
呂
敏
（
上
海
市
閘
北
区
裁
判
所
副
所
長
）
発

言
〕
参
照
。 

99   
な
お
、事
務
機
構
に
よ
る
協
調
に
つ
い
て
は
、協
調
結
果
の
不
遵
守
に
つ
い
て
関
係
者
の
責
任
を
追
及
す
る
と
い
う
記
述
・
規
定
は
管
見
に
及
ば
な
か
っ

た
。
実
際
に
そ
れ
を
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
で
そ
れ
は
こ
れ
ら
と
異
な
る
。
そ
し
て
こ
の
違
い
は
、
そ
れ
が
形
式
的
に
も

0

0

0

0

0

政
法
委
と
し
て

の
意
思
決
定
で
は
な
く
、
よ
っ
て
領
導
職
権
の
行
使
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
そ
う
す
る
と
、
委
員
全
員
の
参
加
を
前
提
と

し
な
い
事
件
協
調
会
等
の
結
論
の
不
遵
守
に
つ
い
て
関
係
者
の
責
任
を
追
及
す
る
根
拠
も
、
同
様
に
自
明
の
こ
と
で
は
な
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な

お
、
党
の
紀
律
処
分
に
つ
い
て
は
、
中
国
共
産
党
紀
律
処
分
条
例
六
一
・
六
二
条
参
照
。 

  

100   

侯
猛
・
前
掲
注
⑽
一
〇
三
頁
も
同
旨
。 

  (101)  

鈴
木
・
前
掲
注
⑹
六
一
頁
参
照
。 

 

※
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
体
制
転
換
と
法
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
二
日
、
於
北
海
道
大
学
）
で
報
告
し
た
際
に
、
参

加
者
各
位
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

 　

本
稿
は
全
般
的
に
若
手
研
究
（
B
）（
二
一
七
三
〇
〇
〇
一
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
に
引
用
し
た
二
〇
一
二

年
の
中
国
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
（
注
51
・
57  

参
照
）
は
基
盤
研
究
（
A
）（
二
二
二
四
三
〇
〇
二
、
研
究
代
表
：
杉
浦
一
孝
）
の

成
果
で
あ
る
。 




